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写 真 図 版
図版1 弥生時代後期～古墳時代初頭の土器 (溝・井戸)
図版2 土器溜まりの土器 (壺〉 1
図版3 土器溜まりの土器 (壺)2
図版4 土器溜まりの土器 (壺〉3
図版5 土器溜まりの土器 (甕〉 1
図版6 土器溜まりの土器 (甕)2
図版7 土器溜まりの土器 (甕)3
図版8 土器溜まりの土器 (高杯〉 1
図版9 土器溜まりの土器 (高杯〉2
図版10 土器溜まりの土器 (高杯)3



















<遺物>土器・土製品の整理 。実測・浄写・観察表 :山本 。光本・野崎 。中村大介・岩崎・池田晋・山口雄治・西本尚美
石器・木器の整理・実瀬1・浄写・観察表 :野崎・山本 。光本・山口、遺物写真 :野崎 。池田・山口
<遺構>下図 :光本・野崎・山本 浄写 :西本・井上佐智 デジタルデータ図版 :野崎・山口
6 本書の執筆分担は目次と本文中に示した。














②胎土は、微砂 :砂粒径0.5mm未満、細砂 :同0.5～l llun未満、粗砂 :1～2 1mll未満、細礫同21■ll以上を基準とする。
③法量の単位は「cm」である。複元値には*付きの数字で表し、残存値には ( )を付した。
4.遺構は、挿図などで以下のように記号で種類を表記する場合がある。















































1.鹿田遺跡 (弥生 ～近世 )
2 富原大池奥山遺跡 (不明)
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地理的・歴史的環境
1 第1次調査 :外来診療棟         8
2 第2次調査:NMR―CT室       9
3 第3次調査 :医療短期大学部 【校舎】  10
4 第4次調査 :医療短期大学部 【配管】  11
5 第5次調査 :管理棟           12
6 第6次調査 :アイソトー プセンター   13



























































































(第1、 5次発掘調査)、 保健学科棟地`点 (第3次発掘調査)、 病棟地`点 (第9011・14次発掘調査)、 エネルギー






























付 記 本章第1。 2節については、下記既報告の文章に一部加筆修正したものである。
高田貫太2007「第I章 歴史的・地理的環境」『鹿田遺跡 5』 岡山大学構内遺跡発掘調査報告第23冊
註
(1)鎌木義昌1962「第一編 原始時代」『岡山市史 (古代編)』 岡山市役所
(2)富岡直人1998『朝寝鼻貝塚発掘調査概報』加計学園埋蔵文化財調査室発掘調査報告書2
(3)a 山本悦世 (編)1992『津島岡大遺跡3』 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第5冊
b 阿部芳郎 (編)1994『津島岡大遺跡4』 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第6冊
c 岩崎志保 (編)2005『津島岡大遺跡16』 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第21冊 ほか
(4)a 二官治夫1985『百間川沢田遺跡2 百間川長谷遺跡2』 岡山県埋蔵文化財発掘調査報告59
b 平井 勝 (編)1993『百間川沢田遺跡 3』 岡山県埋蔵文化財発掘調査報告84
(5)a 高畑知功1988「津島江道遺跡」『岡山県埋蔵文化財報告』18
b 草原孝典1999「津島江道 (岡北中)遺跡」『岡山市埋蔵文化財調査の概要 1997(平成9)年度』
(6)a 津島遺跡調査団1969『昭和44年岡山県津島遺跡調査概要』
b 岡山県教育委員会1970『岡山県津島遺跡調査概報』
c 島崎 東ほか1999『津島遺跡 I』 岡山県埋蔵文化財発掘調査報告137
d 平井 勝2000『津島遺跡2』 岡山県埋蔵文化財発掘調査報告151
e 島崎 東ほか2003『津島遺跡3』 岡山県埋蔵文化財発掘調査報告173
f 岡本泰典2004『津島遺跡 5』 岡山県埋蔵文化財発掘調査報告181
g 山本悦世 (編)2004『津島岡大遺跡14』 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第19冊

























b 高畑知功ほか1982『百間川兼基遺跡1 百間川今谷遺跡 1』 岡山県埋蔵文化財発掘調査報告51






20 a 岡山県教育員会1981『百間川長谷遺跡 当麻遺跡 I』 岡山県埋蔵文化財発掘調査報告46
b 井上 弘ほか1982『百間川当麻遺跡2』 岡山県埋蔵文化財発掘調査報告52





0⇒ 出官徳尚・葛原克人・河本 清1987「古代」近藤義郎 (編)『岡山県の考古学』吉川弘文館
02 草原孝典2002『新道遺跡』岡山市教育委員会
00 a 藤井 駿1971「殿下渡領の備前国鹿田庄」『吉備地方史の研究』法蔵官












② 松本武彦 (編)1993『鹿田遺跡3』 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第6冊 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター
0 山本悦世ほか2008「鹿田遺跡第18次調査」『岡山大学埋蔵文化財調査研究センター紀要2007』岡山大学埋蔵文化財調査研究センター
0 高田貫太2006「鹿田遺跡第16次調査」『岡山大学埋蔵文化財調査研究センター紀要2004』岡山大学埋蔵文化財調査研究センター
にD 山本悦世 (編)2007『鹿田遺跡5』 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第23冊 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター





491 山本悦世 (編)1990『鹿田遺跡2』 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第4冊 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター
m a 小林青樹2000「鹿田遺跡第9次調査」『岡山大学構内遺跡調査研究年報』16 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター





b 横田美香2001「第4節 立会調査 鹿田地区」『岡山大学構内遺跡調査研究年報』18 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター
6カ 藤原千鶴1990「古代の橋脚遺構について」山本悦世 (編)1990『鹿田遺跡2』 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第4冊 岡山大学埋蔵文
化財調査研究センター
60 松本武彦・山本悦世 (編)1997『鹿田遺跡4』 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第11冊 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター
6り 註45文献
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調 査 主 体      岡山大学               学 長  河野伊一郎
調 査 担 当       岡山大学埋蔵文化財調査研究センター    センター長  稲田 孝司
調査研究員 :調査主任          ケ           助   手  野崎 貴博
運営委員会
センター長 (文学部教授)      稲田 孝司   大学院自然科学研究科教授      柴田 次夫
文学部教授             新納 泉   大学院医歯学総合研究科教授     オす上 宅郎
文学部教授             久野 修義   埋蔵文化財調査研究センター助教授  山本 悦世
環境理工学部教授          名合 宏之                   (調査研究室長)




センター長 (理事 。事務局長)    北尾 善信
副センター長 (大学院社会文化科学研究科教授)新納  泉
大学院社会文化科学研究科教授    久野 修義
大学院医歯薬学総合研究科教授    大塚 愛二
大学院自然科学研究科教授      柴田 次夫
大学院環境学研究科教授 沖  陽子
(調査研究専門委員)
埋蔵文化財調査研究センター教授   山本 悦世
(調査研究室長)
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図3 調査風景
調査・整理の経過と概要
































































BQ  て、北西～南東方向の溝、およびそれに取り付 く小
溝がつくられた。






























番号 時  期 間×間 桁 (m)[復元値] 梁 (m)[復元値] 柱 間 (m)[復元値]
1 平安～鎌倉時代 2×1 1ヒ倶l:[4.12]、 T打側 :[4.60]西側 :[3.44]、 東領!:[3.45]ゴヒアコ :[1.95]・[2.67]、千旨T雪 :[2.10]・[2.56]
平安～鎌倉時代 2×1 西側 :[3.18]、東側 ヨヒ慣!:[2.97]、 F有側 :2.98Jヒコヨ :[117]・ 1.80、 肩旨T罫 : 1.49。 1.49
平安～鎌倉時代 2×1 北側 :3.65、南債] 西側 :3.51、東倶1 Jヒコ罫 1 1.59・2.09、 肩旨アコ :2.02・.05
4-1平安～鎌倉時代 2Xl Jヒ
`謝
 :[440]、南側 西倶|:3.90、 ラ礼倶J:[3.90]西面 :2.10・180、東面 :[2.28]。1.62
4-2平安～鎌倉時代 2×1 北側 :[4.40]、南側 :3,96 西側 :369、東側 :[3.80]西面 :2.10。159、東面 :[2.02]。1.77
平安～鎌倉時代 2×1 西側 :[4.57]、 東側 :[4.52]北側 :[3.25]、南側 :3.13西面 :[2.16]・2.42、東面 :[2.25]・2.99
b.井戸
番号 時期 上面形 長辺/短辺 (m)[復元値] 底面高 (標高m) 深 さ (m) 断面形
1 古墳時代初頭 隅丸方形 1.92/1.74 -0.61 逆凸形
古墳時代初頭 楕円形 2.21/1.73 -0.54 Y字形
平安時代中頃 円形 1.89///1.42 -0.65 逆台形
平安時代後半 隅丸方形・円形 2.26 [2.34]/1.78-043 逆台形
平安時代後半 楕円形 2.13///1.79 -042 逆凸形
平安時代後半 楕円形 2.16ノ//1.88 -053 Y字形
平安時代後半 円形 0.62ノ//052 -0.27 箱形
平安時代後半 円形 2.28///2.19 -0.35 逆凸形
平安時代後半～鎌倉時代 方形 1,70 [2.12]ノ//1・22 -0.43 逆台形
鎌倉時代 円形 ? 2.30 [4.36]///2.00-0.41 逆台形 ?
鎌倉時代 円形 0.93///0.86 -0.37 U字形
c.炉
番号 時期 上面形 長辺/短辺 (m) 底面高 (標高m) 深 さ (m) 断面形
平安時代末～鎌倉時代 長楕円形 1.66///1.02 0.09 皿形
d.土坑
番号 時期 上面形 長辺/短辺 (m) 底面高 (標高m) 深 さ (m) 断面形
1 古墳時代初頭 隅丸方形 1.89ノ//1.27 皿形
2 平安時代後半 楕円形 1.44///118 レンズ形
3 平安～鎌倉時代 円形 1.48///1.45 逆台形
平安～鎌倉時代 楕円形 0.60///0.58 箱形
5 平安～鎌倉時代 楕円形 0.90///0.73 レンズ形
6 平安～鎌倉時代 楕円形 115/0.65 皿形
7 近世 不整隅丸長方形 395///3.00 ボウル形
8 近世 隅丸長方形 157///1.00 0.65 ボウル形
9 近世 隅丸長方形 1.80/1.34 0.74 箱形
近世 円形 1.40///0.92 0.55 橘鉢形
近世 隅丸長方形 0.91///0.40 1.42 揺鉢形
近世 木の葉形 1.60///1.30 ボウル形
近世 木の葉形 1.90/1.50 箱形
近世 楕円形 130///1.82 箱形
近世 楕円形 2.50///210 1.12 ボウル形
近世 隅丸長方形 1.22///0.68 箱形
近世 円形 1.99///1.13 ボウル形
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調査の概要
番号 時期 上面形 長辺/短辺 (m) 底面高 (標高m) 深さ (m) 断面形
近世 楕円形 2.10///1.70 088 ボウル形
近世 円形 1.15///1.20 ボウル形
近世 円形 1.34/1.49 0.98 ボ ウル形
近世 円形 0.67///069 箱形
近世 円形 2.08ノノ/200 橘鉢形
近世 楕円形 2.60///226 0.88 0.79 橋鉢形
近世 円形 ? 1.42///0.40 ボウル形
近世 隅丸長方形 1.55/1.08 ボウル形
近世 木の葉形 2.15///1.05 括鉢形
近世 木の葉形 1.40///1.90 橘鉢形
近世 隅丸長方形 3.10///1.81 箱形
近世 楕円形 215ノ/2.13 0.55 ボウル形
近世 楕円形 1.70/1.35 ボウル形
近世 隅丸長方形 1.20///0.65 0.52 ボウル形
近世 隅丸長方形 1.40///0.67 037 箱形
近世 隅丸長方形 3.79///1.50 箱 形
近世 円形 0.80///0.32 ボウル形
e.溝
番号 時期 長さ(m) 幅 (m) 底面高 (標高m) 深 さ (m) 断面形 方向
1 弥生時代中期 292 Wl.96/E150WO.83/EO.75ヽlr O.30/EO.20皿形 E→W
2 弥生時代中期 ヽヽ「0.96/EO.78ヽヽ「0.07/0.18ボウル状 W→E
3 弥生時代中期 NlV O.24/SE O.35NW O.38/SE O.27ボウル状 SE→NW
弥生時代後期 ヽヽ「0.50/SO.48WO.61/SO.77WO.37/S021逆台形 S→W
5 弥生時代後期 20.9 NO.49/SO.55 lヽr O.58/0.461「ヽ0.42/SO.52ボウル状 W→S
6 弥生時代後期 NO.45/SO.89NO.55/SO.67 NO.27/SO.18逆台形 S→N
7 古墳時代初頭 NO.76/Sl.03NO.9/SO.86 NO.18/SO.21皿形 N→S
8 古墳時代初頭 NO.58/Sl.25SO.97/Nl.05 NO.02/SO.41皿形 N→S
9 古墳時代初頭 N038/SO.42 NO.85/S083NO.11/SO.14ボウル状 S→N
古墳時代初頭 3.67 Nヽヽ「0.38/SE O.47NW l.07/SE l.07VヽO.07/EO.18皿形 NW→SE?
古墳時代初頭 Vヽ105/EO.98W/E013ボウル状 W→E
古墳時代初頭 0.73 Vヽl.06/EO.99W/E012皿形 W→E
古墳時代初頭 Vヽl.08/El.01W/E010皿形 W→E
古墳時代後期 27.67 NW l.00/SE l.50N VヽO.86/SE O.80N VヽO.29/SE 045皿形 Nヽヽr→sE
古墳時代後期 NO.77 逆台形 N→S?
平安時代後半 「ヽ044/EO.20 ヽヽrl.19/El.07 VヽO.14/EO.23逆台形 W→E
平安時代後半 W050/EO.68 Vヽ122/E106 VヽO.13/EO.25逆台形 W→E
平安時代後半 ヽ
～
r044/EO.68 Vヽl.21/EO.93 VヽO.15/EO.24ボウル状～逆台形 W→E
平安時代後半 Vヽ029/EO.30 ヽヽrl.11/EO.88ヽヽ「0.24/EO.24ボウル状 W→E
平安時代後半 「ヽ0.55/EO.70 Vヽl.20/E103ヽVO.14/EO.20ボウル状～逆台形 W→E
平安時代後半～鎌倉時代 NO.54/S034 N127/Sl.21NO.22/SO.11逆台形 N→S
平安時代後半 「ヽ0.45/EO.39 lヽrO.73/EO.73 VヽO.25/EO.34箱形 W→E?
平安時代後半 lヽrO.28/EO.28 Vヽl.03/EO.95ⅥrO.18/EO.24逆台形 W→E
平安時代後半 lヽrO.73/EO.46 ヽヽ「0.96/EO.96 VヽO.32/EO.18逆台形 W→E
平安時代後半 0.41-0.65 WVl.13/El.01 VヽO.04/EO.15 ボウル状 W→E
鎌倉時代 「ヽ0.83/EO.50 ヽヽ「0.97/EO.94 VヽO.19/EO.15ボウル状 W→E
鎌倉時代 「ヽ052/EO.74 ヽヽrO.97/EO.88 VヽO.17/EO.23ボウル状 W→E
鎌倉時代 Vヽ081/EO.79 Vヽl.16/El.14 VヽO.29/EO.19ボウル状 W→E
鎌倉時代 NO.38/S068 Nl.06/SO.94 NO.07/SO.19ボウル状 N→S
302ヽ 鎌倉時代 W2.03/張出3.40/EO.95WO.77/中りに0.35/EO.39中央0.53/EO.62ボウル状 W→E
30B鎌倉時代～近世 VV4.07/引昆出5.13/E2.66WO.47/中央0.42/EO.52中央1.14/EO.98逆台形 W→E
30C近世 「ヽ3.45/E2.70 Ⅵrl.19/El.10ヽヽ「054/EO.50逆台形 W→E
30D近世 Vヽl.86/El.66 VヽO.90/El.10ヽlrO.49/EO.56逆台形 W→E?
鎌倉時代～近世 ヽヽ「1.13/El.08 lヽrO.22/EO.32ボウル状 W→E
鎌倉時代 0.36--0.67 Nl.03/SO.86 NO.35/SO.72ボウル状 N→S
鎌倉時代 0.80～1.10 NO.58/SO.50 NO.70/SO.87すり鉢状 N→S
近世 1.25 ボウル状 W→S












































































































B類   (図80-87)
0              10cm
(S=1/8)
図7 土師器分類図(1)
一-  18  -―
整理 。研究および報告書作成にあたって
器台形土器 (図8) 大 きさ・形態によって二類型に大別 した。
器台A類:小型で高杯に類する形態をなすもの (32)。小型高杯の形態で杯部に穿孔を有するものも本類型に
含める。






手焙形土器 (図8) 「く」字口縁の鉢 (中・小型鉢C類)に覆い部を付加した形態を呈する (36)。覆い部の端
部が上下に拡張するものと、拡張をみせず平坦な端面をなすものがある。

































34              35
(図81-96)        (図81-93)
Att         B類
図8 土師器分類図(2)
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o                20m
ヒ======コ==」ヒ===========J (S=1/600)
図11 土層断面位置図
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調査の記録






























一-  24  -―
層序と地形
（? ? ? ﹇＝?
）
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―-  25  -―
調査の記録
1.南壁断面51ライン付近 (北から)2.南壁断面50ラインイ寸近 (1ヒから)3.西壁断面BOラインイ寸近 (東から)4.西壁断面BMライン付近 (東から)
5.Jヒ墨動断面47ラインイ寸近 (南から)
図15 調査区土層断面(4)
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番号 器種 最大長 (cm) 最大幅 (cm) 最大厚 (cm) 樹種 特徴




















































ξ       多
0              10cm
―







番号 種類・器種 ヤ:I:重tcmリ 形態 。手法の特徴ほか 胎 土 色調口径 底径 器高
1 弥生土器・壷 (内)摩滅 (外)摩滅、貼 り付 け突帯上面刻み 微砂、粗砂△ 貢橙褐色
2 弥生土器・壺 (内)摩滅(外)摩滅、口唇部・貼 り付け突帯上面刻み 細砂 乳 白褐色/淡橙褐色
3 (内)杯部 :ミガキ、脚部:ナデ(外)断面三角形突帯、ミガキ、円孔ηし1組、方形透かし、1/8残存 微砂 淡貢 (灰)自色
4 弥生土器・市 ? (内)ガ同部下半 :ミガキ、底部 :ナデ(外)ミガキ、底面ナデ、黒斑 微 砂 、粗 砂 △ 淡乳灰褐色
5 弥生土器・甕 (内)ナデ(外)被熱剥落、不明瞭、底部完存 利 り 、租 砂 △ 暗灰褐/黒灰褐～暗黄褐
6 弥生土器・甕 (内)ナデ(外)ミガキ、底面ナデ、2/3残存 粗砂 暗褐色/暗茶褐色
7 弥生土器・甕 口縁 :凹線3条、(内)摩減(外)月同部 :ハケ、煤付着、1/10残存 細 砂 暗灰褐色/灰褐色
弥生土器・壺 (内)竹管文、摩滅 (外)摩滅 細砂 淡黄褐色
9 弥生土器・鉢 152 (内)口縁～頸部 :ナデ、胴部 :ケズリ(外)口縁～頭部 :ナデ、胴部 :ハケ、1/5残存 細 砂 淡黄褐色
弥生土器・壷 口縁 :強いヨヨナデ(内)頸部 :押圧+ナデ、胴部 :ケズリ(外)胴部 :ハケ後ミガキ、1/5残存 微砂 暗灰色/乳橙 (灰)白色
弥生土器・壷 (内)ケズリ(外)ケズリ後 ミガキ、黒斑、底部完存 細 砂 暗灰色/淡黄褐色
(内)口縁～頸部 :ヨコナデ、胴部 :ケズリ(外)口縁部 :ヨコナデ、頭～胴部 :ハケメ、1/6残存 微砂、細砂△ 淡黄灰 自色
(内)ケズリ、被熱(外)脚端部 :ナデ、摩滅、被熱 粗 砂 淡橙 白色/淡責灰褐色
弥生土器・鉢 (内)摩滅(外)口縁～頸部 :ヨコナデ、胴部 :ミガキ、頸部穿孔1 微 砂 明橙色
1 弥生土器・鉢 55×5.8 (内)摩滅 (外)摩滅、3/4残存 微砂 橙褐色/暗橙褐色
弥生土器・壷 (内)頸部 :押圧後ナデ、胴部 :押圧、ケズリ(外)口縁部 :ヨコナデ、頸～胴部 :ハケメ 微砂、細砂△ に乳黄灰褐色
弥生土器・甕 口縁 :沈線3条(内)口縁部 :ヨコナデ、胴部 :ケズリ(外)口縁～頸部 :ヨコナデ、1/3残存 微 砂 、粗 砂 △ 淡黄白色
弥生土器・ 口縁 :沈線3条(内)口縁～頸部 :ヨコナデ、胴部 :ケズリ(外)不明瞭、1/5残存 細 砂 淡乳黄灰褐色
口縁 :沈線1条(内 )ヨコハケ後ナデ ? 微砂、角閃石 灰橙褐色/暗灰褐負
図19 包含層出土遺物























0              1m
ヒ=====コ臨 ========J(S=1/30)
1.完掘状況 (東から) 2.土層断面 (西から)
0          1oOm
(S=1/4)
番号 種類・器種 麦量 (cm) 形態・手法の特徴ほか 胎 土 色調口径 底径 器 高
1 弥生土器・甕 (内)口縁部:摩滅、胴部ナデ(外)摩滅 微砂 乳褐色/淡灰褐色弥生 十器 ・ 零 (内)ナデ(外)胴部:ミガキ、底部ナデ、広面ナデ、底蔀焼蔑覆穿孔、被熱、1/3残存 細砂 淡灰褐色/暗灰褐色
溝10出土遺物図20





































































0          5m
―
―







a~~   SD5    ma









溝4        3.淡灰色砂質土
1 淡灰色砂質±  4 淡青灰色砂質土









暗褐色砂質±  3 灰褐色砂質土
暗灰褐色砂質土   (灰色粘質土ブロック)
1.完掘状況 (南から) 2.




























































|    |    |
0                     10m
図25 古墳時代遺構全体図
















































































21 暗灰色粘質土 (土器、植物遺体 )
22 暗灰色粘質土 (砂多、土器)
淡黄灰色土 (Fe多)  16.
図27 井戸 1






















―-  40  -―
古墳時代の遺構 。遺物
二段掘 りの掘 り形上段部分を埋める土層である。 I-5群(18層)は黒色粘質土の炭化物層である。井戸の中心
部から掘 り形東法面まで炭化物層が6～7 cmの厚さで堆積している。この層では、井戸の中心部の位置で、土師





































































































0            10cm
(S=1/4)
0           20cm
―
               (S=1/8)
番号 種類・器種
法量 形態 。手法の特徴ほか 胎 土 色調
口径 底径 器 高
1 (内)日縁部:ヨコナデ、胴部1押圧、ハケ(外)日縁～肩部|ヨヨナデ、胴部:タタキ後工具ナデ、底部:ナデ、黒 粕 砂 △ 、角 閃石 ◎ 黄灰褐色
土師器・壷 13×12 内)磨滅◎ (外)口縁部 :磨減◎、頸～胴部 :ミガキ密、穿子Ll力所 微 砂 、 亦 色桓 淡明橙色
口縁部 :櫛描沈線8条、ナデ(内)ケズリ(外)煤付着、1/4残存 細砂、角閃石 暗灰褐色
l (内)摩滅◎、内底部ハケ(外)ミガキ密、黒斑 微 ～細 砂 、 赤色 粒 明橙黄色
土 63～69口唇部 :ナデ (内)ハケ後 ミガキ(外)タテハケ後ナデ、押圧、黒斑 明橙色/淡橙灰色
器 種 最大 長 (cm) 最大幅 (cm) 最大厚 (cm) 樹 種 徴
ヽヽ「2 杭 コナラ属 クヌギ節 芯持ち丸本取 り、先端部は一回の 日工で一面 を面取 り、 8面
W3 杭 コナラ属 クヌギ節 芯持ち丸木取 り、先端加工 :表裏の加工は長 く側縁の加工は短い、 6 1El
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調査の記録

































































































(暗褐色土プロック)0           05m
―
















―-  45  -―
調査の記録


























































































検出状況遠景 (南東から)      5.土器棺の可能性があ
北西隅 (1群)土器出土状況 (東から)  る壺・甕出土状況4a群土錘出土状況 (東から)
4a群製塩土器出土状況 (南から)
図37 土器溜まり1遺物出土状況
0            25cm
(S=1/10)?
?






































最小個体数 505個体 5 2 3

















Al類I A2類I A3類I B類 C類 D類 E類 1類型不明 A類 B類 C類 D類
①完形に準じる。r口縁と底部の対
応判明 16個体 2個体 0 1イ固体 2個体 1個体 4個体 0 6個体
②口縁部 (個体数のカウント可能
なもの) 43個体 6個体 2個体 10個体 0 16個体 1個体 5個体 2個体 0
1個体
③胴部 (個体数としてカウント可
能なもの) 6個体 6個体 0
④底部 (口縁部との対応不明) 39個体 24個体 15個体
最小個体数 (類型別)*1 59個体 8個体 12個体 1 1個体 10個体 2個体 17個体 1個体 5個体 6個体 0 6個体 1個体
最小個体数 (全体)*2 70個体 45個体 25個体
最大個体数*3 104個体 76個体 28個体
*1:I系・Ⅱ系ともに①+②。   *2:Ⅱ系は①+④。   *3:①+②十③+④
〈甕〉
合計 Al類 A2類 B類
①完形に準じるor口縁部と底部の対
応判明 8個体 6個体 1個体 1個体
②口縁部 (～胴部):1/3以上or個体
数カウント可能なもの*1 64個体 50個体 1個体 13個体
③胴部 4個体 3個体 0 1個体
④底部 6個体 5個体 0 1個体
最小個体数*2 72個体 56個体 2個体 14個体




が判明するもの 2個体 1個体 1個体
②口縁 10個体 4個体 6個体
③底部
最小 。最大個体数 12個体 5個体 7個体
合計 A類 B類 C類 D類 類型不明
①完形に準じるor口縁と底部の対応が判明するもの 30個体 12個体 7個体 7個体 1 4個体






最小個体数*1 80個体 23個体 15個体 31個体 10個体 1個体81個体 42個体
最大個体数*2 85個体 24個体 16個体 42個体 2個体
合計 A類 B類 C類 D類
①完形に準じるor杯と脚の対応判明 49個体 38個体 3個体 7個体 1個体
②杯部 (杯底部含) 42個体 27個体 6個体 7個体 2個体
③杯底部
a:杯底部～脚部 5個体 5個体 0
b:杯底部～軸 5個体 5個体 (A・B・D類)
c:杯底部のみ 11個体 11個体 (A・B・D類)
④脚部 47個体 45個体 2個体
⑤軸のみ 90個体 90個体
最小個体数 (類型)*1 91個体 65個体 1 9個体 14個体 3個体
最小個体数 (全体)*2 196個体 196個体
最大個体数 249個体 249個体
*1 最小個体数 (類型):①+②   *2 最小個体数 (全体):①+③a+③b+④+⑤
―-  51  -―
〈器台〉
合計 A類 B類
完形に準 じる 1個体 1個体 0
杯部 2個体 0 2個体
脚 部 1個体 1個体 0
最小・最大個体数 4個体 2個体 2個体
調査の記録
表3 土器溜まり1土製品・石器個体数
総個体数 土錘 石錘 円礫 磨石 敲石








の約2倍、土器溜まり3の約6倍に相当する。土器の組成は、壺、甕、高杯、鉢 (大型)、 鉢 (中・小型)、 ミニ
チュア土器、手焙形土器、器台、蓋、製塩土器となる。なお脚台は、器種としては壺または大型鉢に属するもの
である。基本的器種である壺、甕、高杯、鉢 (大型)、 鉢 (中・小型)について最小個体数で割合をみると、①高






























合 計 A類 B類
完形に準 じる 2個体 2個体 0

















































器種 出土位置 番号 状態 系 類 型
壺 底部1/1 I? ?
底部1/1
壺 40・25 底部3/4 I〓? 底部3た I?? 7 底部1/2?? 底部1/2 I
壼 底部1/2 I〓 ?
底部1/2 I
壺 底部1/2 I〓 ?
底部1/2? ?
2・ 131 底部1/3 I
壺 底部1/3 I? ?
d 底部1/3 I? ?
底部1/4 I
壺 底部1/4 I? ?
76・83 口縁～底部(準完形)? ?






日縁～底部(準完形) C〓? 下位8 口縁～底部(準完形) C
166 口縁～底部(準完形) C
壺 口縁～底部(準完形) C
壺 89・88 口縁～底部(準完形) C
口縁1/1 C
壼 124・ 164・141 口縁1/1 C
口縁 1/2 C
口縁1/2 C




















器種 出上位置 番号 状態 類 型
甕 口縁1/2～胴部
甕 口縁1/2～胴部
甕 126or178 口縁1/2～胴部 A








甕 11・6 口縁1/3～胴部 A
甕 20・ 16・7 口縁1/3～胴部
甕 口縁 /3～胴部 A
甕 口縁 /3～胴部 A
甕 口縁 /3～胴部
甕 口縁 /3～胴部 A
発 口縁 /3～IFpl部
甕 口縁 /3～胴部
甕 175・ 163 口縁 /3～胴部 A
甕 口縁 /3～胴部
甕 口縁 /3～胴部
甕 口縁 /3～胴部 A
甕 201 ・202 口縁 /3～胴部
甕 口縁 /3～胴部 A
甕 口縁 /3～胴部 A
甕 口縁 /3～胴部 A
甕 d 口縁1/3～胴部 A






甕 1・ 10 胴部1/3 A
甕 5 胴部1/3
甕 l 胴音51/3












甕 1・ 3 口縁1/4～胴部












壺 30・172 口縁1/1～胴部 I? ?
口縁3/4～胴部 I





14・調査区西壁 8 口縁～底部(準完形) I
壺 口縁1/1～胴部 I B
2 口縁1/1～胴部 I
3 口縁1/1～胴部 I
壺 198・196 6 口縁1/1～胴部 I
壼 4 口縁3/4～胴部 I B
9 口縁3/4～胴部 I
壺 2 口縁3/4 I B
下位24・198 5 口縁1/3～胴部
11・5・2 口縁～底部(準完形) I C〓 ?
口縁～底部(準完形) I C
195・165 口縁1/1～胴部 I C
壷 口縁1/1～胴部 C
壺 口縁1/3～胴部 I C
壺 195・204・194・199 口縁～底部(準完形) I D
口縁 /1～胴部 I D
口縁 /1～胴部 I
口縁 /1～胴部 I D
壺 口縁 /1～胴部 I D
口縁 /2～胴部
口縁 /2～胴部 I D
壺 口縁 /2～胴部 I D
口縁 /2～胴部
127 口縁 /2～胴部 I D
1 口縁 /2～胴部 I D
口縁 /3～胴部 I D
壺 7 口縁 /3～胴部 I D
壺 口縁 /3～胴部 I D
口縁 /3～胴部 I D
壺 77・54 口縁 /4～胴部 I D
口縁
4 口縁 I D





壺 155.154・1 5・144 頸部～底部1/1 I AorB
口縁
19・7・30 口縁 I? ?
92・86 口縁 I BorD
口縁
127 口縁下半1/1～底部 I DorC
壺 口縁小片 I
胴部～底部 I
壺 3 胴部～底部 /1 I〓 ?
胴部～底部 /1
胴部～底部 /1 I? ?
16・ 20・2 胴部～底部3/4 I〓 ?
胴部～底部3/4 I
7・ 2・18 胴部～底部2/3 I
壼 胴部上半1/2 I
胴部上半1/2 I
壼 1 胴部上半1/3 I? ?
胴部上半1/3
194・ 198・178 胴部1/3 I



















甕 20・12 口縁 /1～胴部
甕 口縁5/6～胴部
甕 口縁 /2～胴部












甕 82・91 口縁 /2～胴部
発 口縁 /2～胴部
(鉢 (大型)〉
器種 出土位置 番号 状態 類型
鉢 25・29 口縁～底部 (準完形) A
鉢 222口縁1/2～胴部 A
鉢 62・65 口縁lμ～胴部 A
鉢 口縁1/6～胴部 A
鉢 45・ 49・44 口縁1/6～胴部 A
鉢 153・150・ 132・165 口縁～底部 (準完形)
鉢 210・ 208・ 207・9 口縁1/3～胴部




鉢 b 口縁 1/10
〈鉢 (中・小型)〉
器種 出土位置 番 号 状 態 類 型
鉢 口縁～底部 (準完形) A
鉢 下位18 口縁～底部 (準完形) A
鉢 口縁～底部 準完形) A
鉢 口縁～底部 準完形) A
鉢 口縁～底部 準完形) A
鉢 口縁～底部 準完形 ) A
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器種 出上位置 番 号 状態 類型
鉢 口縁～底部 (準完形) A
鉢 口縁～底部 (準完形)
鉢 口縁～底部 (準完形)










鉢 100・184 口縁 /4未満 A
鉢 182・ 180・166 口縁 /4未満 A
鉢 198・199 口縁 /4未満 A
鉢 口縁 /4未満 A
鉢 口縁～底部 (準完形) B
鉢 口縁～底部 (準完形)
鉢 口縁～底部 (準完形) B
鉢 口縁～底部 (準完形) B
鉢 口縁～底部 (準完形)
鉢 口縁～底部 (準完形 ) B
鉢 212口縁～底部 (準完形 ) B
鉢 口縁 B
鉢 口縁 B
鉢 d 口縁 B
鉢 口縁
鉢 144 口縁 B
鉢 口縁 B
鉢 口縁 B
鉢 d 口縁 B
鉢 口縁～底部 (準完形)
鉢 口縁～底部 (準完形) C
鉢 土器溜まり1 口縁～底部 (準完形 ) C
鉢 口縁～底部 (準完形)
鉢 下位25・ 176・102223口縁～底部 (準完形) C
鉢 口縁～底部 (準完形) C
鉢 口縁～底部 (準完形) C
鉢 3 口縁7/8～胴部
鉢 95・ 100・91 口縁 /2～胴部 C
鉢 口縁 /2～胴部
鉢 203・215 口縁 /2～胴部
鉢 20・4 216口縁 /2～胴部 C
鉢 107・93・99・91 口縁 /2～胴部
鉢 口縁 /2～胴部 C
鉢 口縁 /2～胴部 C
鉢 口縁 /2～胴部 C
鉢 88・87 口縁 /2～胴部 C
鉢 口縁 /2～胴部 C
鉢 209口縁1/3 C
鉢 口縁1/4～胴部 C
鉢 19・1 口縁1/4～胴部 C
鉢 口縁1/4～胴部 C




鉢 132・123 口縁 /4～胴部 C
鉢 口縁 /4未満～胴部 C
鉢 口縁 /4未満～胴部 C
鉢 口縁 /4未満～胴部 C
鉢 口縁 /4未満～胴部 C
鉢 胴部～底部1/1 C
鉢 口縁～底部 (準完形)
鉢 口縁～底部 (準完形) D
鉢 5・ 7・9 220口縁～底部 (準完形)













器種 出上位置 番号 状態 類型
高杯 杯～脚 準完形 A
高杯 57・ 58・29 杯～脚 準完形 A
高杯 杯～脚 準完形
高杯 169・225 杯～脚 準完形 A
高杯 杯～脚 準完形 A
高杯 杯～脚 準完形
高杯 29・22 杯～脚 準完形 A
高杯 杯～脚 準完形 A
高杯 29・ 25・43 杯～脚 準完形
高杯 203・199・ 194 杯～脚 準完形
高 杯 杯～脚 準完形
高杯 杯～脚 準完形
高杯 下位25.173・176・146 杯～脚 準完形
高杯 下位18・29 杯～脚 準完形 A
高杯 201・ 197・198 95 杯～脚 準完形 A






高杯 168・169 杯～脚 準完形
高杯 43・30 杯～脚 準完形) A
高杯 杯～脚 準完形)
高杯 20・ 37・50 杯～脚 準完形)
高杯 38・37 杯 ～脚 準完形)
高杯 杯～脚 準完形)
高杯 62・ 21・83 杯～脚 準完形)
高杯 86・ 81・92  70 杯～脚 準完形)
高杯 杯～脚 準完形)





高杯 下位15・58・43 杯～脚 準完形)
高杯 d 杯～脚 準完形) A





高杯 41・ 11 杯部1/3以上
高杯 杯部1/3以上




高杯 下位 7・下位 4 杯部1/3以上
高杯 杯 部 /3以上
高杯 199・198 杯部 /3以上
高杯 140杯部 /3以上 A
高杯 49・40 杯部 /3以上
高杯 杯部 /3以上 A
高杯 杯部 /3以上 A
高杯 杯部 /3以上 A
高杯 杯部 /3以上 A
高杯 杯部 /3以上 A
高杯 杯部 /3以上 A
高杯 杯音脇/3以上 A
高杯 杯部 /3以上 A
高杯 杯部 /3以上
高杯 杯部 /3以上 A
高杯 下位21 杯 部 /3以上 A
高杯 d 杯 部 /3以上
高杯 221・222 142杯～脚 (準完形)
高杯 141・ 159・下位23 杯～脚 準完形 B
高杯 杯～脚 (準完形) B
高杯 159・下位22 杯部
高杯 144杯部 B
高杯 土器溜まり1 杯部 B
高杯 杯部 B
高杯 杯部 B
高杯 225 杯 部
高杯 杯～脚 準完形 C
高杯 杯～脚 準完形 C
高杯 杯～脚 準完形 C
高杯 杯～脚 準完形 C
高杯 杯～脚 準完形 C
高杯 杯下半～脚 C
43・44 杯下半～脚 C
器種 出土位置 番号 状 態 類 型
高杯 139 杯 部 C




高杯 土器溜まり1 杯 部 C
高杯 杯 部 C






高杯 135・146 杯底部～脚部1/1 A・B
高杯 杯底部～脚部1/1 A・B
高杯 d 杯底部～脚部1/1 A・B
高杯 下位27 杯底部～脚部1/1 A・B
高杯 杯底部～軸1/1 A・ B・D
高杯 杯底部～軸1/1 AB・D
高杯 杯底部～軸1/1 A・ B・D
高杯 杯底部～軸1/1 A・ B・D
高杯 d 杯底部～軸1/1 A・ B・D
高杯 4 杯底部のみ1/3以上 A・ B・D
高杯 杯底部のみ1/3以上 A・ B・D
高杯 杯底部のみ1/3以上 A・ B・D
高杯 杯底部のみ1/3以上 A・ B・D
高杯 杯底部のみ1/3以上 A・ B・D
高杯 115 杯底部のみ1/3以上 A・ B・D
高杯 杯底部のみ1/3以上
高杯 杯底部のみ1/3以上 A・ B・D
高杯 杯底部のみ1/3以上 A・ B・D
高杯 杯底部のみ1/3以上 A・ B・D
高杯 b 杯底部のみ1/3以上 A・ B・D
高杯 61・62・59 脚 部 /1 A～C
高杯 土器溜まり1 脚部 /1 A～C
高杯 脚部 /1 A～C
高杯 脚部 /1 A～C
高杯 ド位15・57 脚部 /1 A―C
高杯 下位26・184 脚部 1 A～C
高杯 脚部 /1 A^―C
高杯 脚部 /1 A～C
高杯 脚部 /1 A～C
高杯 脚部 /1 A～C
高杯 脚部 A～C
高杯 脚部 l A～C
高杯 146 脚部 l A～C
高杯 脚部 1 A～C
高杯 157脚部 A～C
高杯 脚部 A～C
高杯 脚部 1 A～C
高杯 脚部 1 A～C
高杯 脚部 A～C
高杯 脚部1/1 A～C
高杯 216・ 114 脚部1/1 A～C
高杯 下位15 脚部1/1 A～C
高杯 土器溜まり1 脚部1/1 A～C
高杯 土器溜まり1 脚部1/1 A～C
高杯 土器溜まり1 脚部1/1 A～C
高杯 脚部1/3以上 A～C
高杯 脚部 /3以上 A～C
高杯 脚部 /3以上 A～C
高杯 脚部 /3以上 A～C
高杯 脚部 /3以上 A～C
高杯 217 脚部 /3以上 A～C
高杯 脚部 /3以上 A～C
高杯 b 脚部 /3以上 A～C
脚部 /3以上 A～C
高杯 脚部 /3以上 A～C
高杯 脚部 /3以上 A～C
高杯 d 脚部 /3以上 A～C
高杯 d 脚部 /3以上 A～C
高杯 d 脚部 /3以上 A～C
高杯 d 脚部 /3以上 A～C
高杯 脚部 /3以上 A～C
高杯 脚 部 /3以上 A～C
高杯 脚部 /3以上 A～C
高杯 土器溜まり1 脚部 /3以上 A～C
高杯 土器溜まり1 脚 部 /3以上 A～C
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器種 出土位置 番号 状態 類 型





高杯 軸のみ /1 A～D
高杯 軸のみ /1 A～D
高杯 軸のみ A～D
高杯 軸のみ /1 A～D
高杯 軸のみ /1 A～D
高杯 軸のみ /1 A～D
高杯 軸のみ A～D
高杯 軸のみ /1 A～D
高杯 軸のみ /1 A～D
高杯 軸のみ A～D
高杯 軸のみ /1 A～D
高杯 軸のみ /1 A～D
高杯 軸のみ A～D
高杯 軸のみ /1 A～D
高杯 軸のみ /1 A～D
高杯 軸のみ A～D
高杯 109・111 軸のみ A～D
高杯 軸のみ /1
高杯 軸のみ /1 A～D
高杯 軸のみ A～D
高杯 軸のみ /1 A～D
高杯 軸のみ /1 A～D
高杯 軸のみ A～D
高杯 軸のみ /1 A～D
高杯 軸のみ /1 A～D
高杯 軸のみ
高杯 軸のみ /1 A～D
高杯 軸のみ /1 A～D
高杯 軸のみ /1
高杯 軸のみ /1 A～D
高杯 軸のみ /1 A～D
高杯 軸のみ A～D
高杯 軸のみ A～D
高杯 軸のみ /1 A～D
高杯 軸のみ /1 A～D
高杯 軸のみ A～D







高杯 下位19 軸のみ /1 A～D
高杯 下位19 軸のみ /1 A～D
高杯 下位19 軸のみ /1 A～D
高杯 下位19 軸のみ /1 A～D
高杯 軸のみ /1 A～D
高杯 26or 軸のみ A～D
高杯 26or 軸のみ /1 A～D
高杯 26or 軸のみ A～D
高杯 26or 軸のみ A～D
高杯 21lor172 軸のみ A～D
高杯 21lor172 軸のみ A～D
高杯 軸のみ 1 A～D
高杯 b 軸のみ A～D
高杯 b 軸のみ l A～D
高杯 軸のみ 1 A～D
高杯 b 軸のみ /1 A～D
高杯 b 軸のみ 1 A～D
高杯 軸のみ /1 A～D
高杯 軸のみ 1 A～D
高杯 軸のみ A～D
高杯 軸のみ A～D
高杯 d 軸のみ A～D
高杯 d 軸のみ 1 A～D
高杯 d 軸のみ
高杯 d 軸のみ 1 A～D
高杯 d 軸のみ 1 A～D
高杯 d 軸のみ l A～D
高杯 d 軸のみ 1 A～D
高杯 d 軸のみ 1 A～D
高杯 土器溜まり1 軸のみ 1 A～D
高杯 土器溜まり1 軸のみ 1 A～D
高杯 土器溜まり1 軸のみ l
高杯 土器溜まり1 軸のみ 1 A～D
高杯 土器溜まり1 軸のみ l A～D
器種 出上位置 番号 状 態 類型
高杯 土器溜まり1 軸のみ1/ A～D
高杯 土器溜まり1 軸のみ1 A～D
高杯 土器溜まり1 軸のみ1/ A～D
高杯 上器溜まり1 軸のみ1/ A～D
器種 出上位置 番号 状態 類型































ニチュア 205 口縁～底部 準完形







































































































磨石 d 2 完形
磨石 d S3 完形
磨石 b S6 1/2残
磨石 ? 4 完形
敲石 ? 完形
敲石 ? 下位25 完形
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0            10cm
(S=1/4)
図48 土器溜まり1出土遺物(1)










0            10cm
図49 土器溜まり1出土遺物(2)



























識しうる傾向としては、非複合口縁壺 (I tt D・B
20
0          10Cm
(S=1/4)
番号 器種
法量 (cm) 形態・手法の特徴ほか 胎土 色調
口径 底径 器高
1 壺 (内)口縁～頸部 :ミガキ、体部 :ケズリ、一部にミガキ痕(外)口縁 :強い横ナデ 微砂、角閃石△ 淡黄褐色
2 *200 (内)頸部 :押圧・ナデ、口縁 :ハケ後ナデ(外)ハケ後ミガキ、1/5残存 微～細砂、角閃石 淡橙茶褐色
壺 (内)ケズリ、指押圧(外)ハケ後ナデ、頸部 :強い横ナデ、3/4残存、黒斑 微砂 橙褐色/黄灰褐色
4 口縁 :強い横ナデ(内)頸部 :ナデ、体部 :ケズリ(外)口縁～頸部横ナデ、胴部ハケメ、3/4残存 微～細砂 淡褐色/明褐色
(内)口縁～頸部 :ナデ、胴部 :押圧・ナデ(外)ハケ後ナデ、不明瞭、1/3残存 微砂、角閃石◎ 黒灰色/灰褐色
131×136 (内)摩減◎、口縁 :横ナデ(外)口縁～頸部 :横ナデ、赤色顔料 ? 微砂均質 黄褐色/赤橙褐色
7 壷 口縁 :横ナデ(外)ハケ後ミガキ底部付近密、(底)内面ナデ、黒斑、外面赤色化 徴砂均質、ウンモ? 灰褐色/橙褐色
口縁 :横ナデ、内面被熱で剥落(内)肩部 :ナデ、胴部 :ハケ後押圧(外)剥落、摩減◎、3/4残存 粗砂◎、角閃石◎ 暗茶褐色/明茶褐色
(内)摩滅◎、押圧、横位の工具痕(外)口縁摩減◎、胴部 :ハケ後ミガキ、1/2残存 微～細砂 暗灰褐色/乳橙褐色
壷 83× 8 (内)胴部 :ケズリ、風化◎(外)胴部 :ミガキ、頸部内～外面被熱、剥落、1/3残存、黒斑 粗砂◎ 淡灰色/赤橙～淡赤白色
11
*19.7 (内)ナデ、頭部 :ナデ後ミガキ(外)口縁 :ナデ、ハケメ、1/4残存、赤色化 粗砂、赤色粒 乳褐色、口縁付近橙色
(内)ケズリ、底部 :押圧(外)ハケメ、摩滅、黒斑、底部 :押圧・ナデ、1/5残存
(内)口縁:ナデ、頭部:ナデ・押圧、ケズリ(外)口縁:強い横ナデ、頸部:ナデ後ミガキ、1/6残存、黒斑 微砂、角閃石 淡黄褐色
壺 (内)ハケメ、頸部 :ハケ後ミガキ、一部被熱(外)摩滅◎、不明瞭、1/3残存 微砂均質 橙褐色/乳橙褐色
全体に剥落◎、不明、1/4残存 微～細砂、赤色粒 明赤橙色
(内)全体に剥落、不明瞭、頸部被熱か(外)口縁～頸部 :強い横ナデ、頭部～胴部 :ハケ後ナデ 微砂 赤橙色? ?
口縁 :ナデ、内面一部光沢あり(内)胴部 :押圧ナデ、ケズリ(外)ハケメ後ミガキ、3/4残存 微砂 乳橙褐色/明橙褐色
17 *148 口縁～頸部:横ナデ、内面被熱、剥落(内)押圧、ケズリ(外)被熱変色、剥落◎、1/7残存(頸部以下1/1)、黒斑 微～細砂、赤色粒◎ 赤橙色
壺 口縁～頸部 :横ナデ、一部予1落(内)押圧(外)ハケメ、ミガキ、被熱剥落、不明瞭、1/3残存 微砂 淡黄灰白色
壺 (内)強い横ナデ、押圧+ナデ、胴部:しぼり+押圧、ケズリ(外)横ナデ、ミガキ後丹塗り◎、1/2残存 微砂、角閃石◎ 淡褐色 (明橙赤褐色 )
155 口縁～頸部 :剥落◎(内)押圧+ナデ、ハケメ(外)ハケメ、1/2残存 微砂 明橙褐色
図50 土器溜まり1出土遺物(3)
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法量 (cm) 形態 。手法の特徴ほか 胎土 色 調
口径 底径 器高
壺 200 (内)口縁 :ナデ、胴部 :ハケ、底部 :ケズリ後ナデ(外)ハケ後一部ミガキ、1/2残存、黒斑 微～細砂、角閃石 明褐色/黄褐色
口縁 :ナデ、一部ハケ後ナデ(内)ケズリ(外)ハケ後ミガキ、1/3残存、頸部竹管文1カ所、黒斑 微砂 暗褐色/暗茶褐色
口縁 :ナデ(内 )ミガキ、ケズリ後ナデ(外)ハケ後 ミガキ、摩滅、1/2残存、黒斑 微砂、ウンモ、角閃石 暗橙褐色～黄褐色
壺 口縁 :剥落◎(内)ハケメ(外)ハケ後ミガキ、3/4残存、黒斑、口縁部lヵ所孔(径45null)、黒斑 粗砂 乳白色
口縁 :ナデ、被熱か(内)摩減◎、不明瞭(外)ハケ後 ミガキ、7/8残存、黒斑 微砂、ウンモ、角閃石◎ 淡橙褐色/暗橙褐色
176-181 口縁 :ナデ 内)ケズリ、被熱 ?剥離◎(外)ハケ後 ミガキ、被熱予1離◎、3/4残存 微～細砂、ウンモ 暗橙褐色
壼 口縁 :ナデ 内)押圧十ナデ、ケズリ(外)強いナデ、ミガキ、一部ハケ残る、1/2残存 微砂 灰褐色～橙褐色
*166 (内)摩滅◎ 外)一部横方向工具痕、種子圧痕1カ所、1/4残存 微砂、角閃石 ? 淡黄～橙白色
(内)丁寧なナデ、押圧+ハケ、ケズリ(外)ハケ後ミガキ、黒斑 微砂 明褐色
170×172 口縁 :横ナデ(内)ケズリ(外)ハケメ、1/2残存 微～細砂、角閃石◎、ウンモ 乳褐色/淡乳灰褐色
壷 口縁 :ナデ(内)強い横ナデ、横ハケ後縦ハケ、ナデ(外)ハケメ、1/3残存 微砂均質、ウンモ 赤橙褐色/黄褐色
壺 口縁 :ナデ(内)ケズリ後一部ナデ(外)ハケ後 ミガキ、1/3残存、黒斑 微砂、ウンモ◎ 橙褐色
*20.6 口縁 :横ナデ(内)押圧後ケズリ、摩滅で方向・単位不明(外)ハケ後ミガキ、頸部条痕、1た残存 微～細砂 灰褐色/乳橙褐色
125×13.0 口縁 :横ナデ(内)ナデ+押圧、ケズリorナデ後押圧(外)摩滅◎、不明瞭、1/3残存、煤 微砂 乳白色
(内)日縁:ハケ後ナデ、ケズリ(外)口縁:横ナデ、頭部:ハケ後ナデ、ハケメ、煤、1/3残存、肩部未貫通東1突1カ所 微砂、ウンモ、角閃石△ 乳橙褐色
口縁 :横ナデ(内)ケズリ、不明瞭(外)ハケメ、1/2残存、煤、黒斑 微砂、角閃石 ? 淡乳褐色/淡灰褐色
壷 (内)頸部:ナデ、ケズリ(外)頭部:ハケ後横ナデ、胴部:ハケメ、底部付近、剥落◎、被熱、1/3残存、黒斑 微砂、ウンモ 暗灰褐色/淡乳灰褐色
*130 (内)横ナデ、頸部下 :押圧、摩減◎、不明瞭(外)摩滅◎、一部ミガキ、口縁1の～頸部1/2残存、煤 細砂、粗砂僅少 灰～淡褐色″L橙褐色
図52 土器溜まり1出土遺物(5)
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番号 器種
法量
形態 。手法の特徴ほか 胎土 色調口径 底径 器高
*19.0 口縁:強い横ナデ(内)ケズリ、摩滅◎、底部押圧、ナデ(外)タタキ後ハケメ、底部:ミガキ、14残存、黒斑 微砂均質、角閃石◎ 淡灰～黒灰色/淡黄灰褐色
壺 175 口縁:剥落◎(内)ケズリ、剥落◎、底部:ケズリ(外)ハケメ、被熱変色(暗赤橙色)、 底部:摩滅◎、1/3残存、黒斑 細～粗砂 乳褐色～明橙色
口縁 :横ナデ(内)頸部一部ミガキ、ケズリ後ミガキ(外)ハケ後ミガキ、1/2残存 微～細砂、角閃石 淡黄褐色
182 (内)口縁 :横ナデ、胴部 :摩・in◎(外)剥落◎、不明瞭、頭部 :横ナデ、被熱?2/3残存 微砂、細砂△、ウンモ 黄灰褐色～淡橙白色
壺 106 185 (内)ハケ後ナデ、しぼり、押圧+ナデ、底部:ナデ(外)ハケメ、ミガキ、底部 :ミガキ、2/3残存、黒斑 微砂均質、角閃石 ? 黄褐色
123 (内)横ナデ後ハケ、底部 :ハケ、押圧 (外)ミガキ、3/4残存、黒斑 微砂均質、ウンモ 明橙褐色～明黄褐色
(内)摩滅◎、押圧、不明瞭(外)被熱・剥落、下半◎、不明瞭、ミガキ、1/2弱残存 微砂均質 明橙褐色
壷 16.6～173(内)ハケメ後ナデ、押圧、ハケ後工具ナデ(外)摩滅、ハケメ後ミガキ、底部:ケズリ後ミガキ、3/4残存、黒斑 微砂均質 淡～明橙褐色
(内)摩滅◎、不明瞭(外)摩滅◎、不明瞭、ほぼ完存、黒斑、底部 :割れ面あり 微砂均質 明橙褐色
(内)口縁 :ナデ、ミガキ、押圧(外)口縁 :ナデ後ミガキ、胴部 :ミガキ、一部摩滅、3/4残存 微砂均質 明橙褐色
壷 (内)ハケメ(外)一部ハケ後ミガキ、底部 :ナデ、黒斑、1/2残存 微砂均質、角閃石 橙褐色/明橙褐色
壷 (内)ハケ後ミガキ、押圧 (外)ハケ後 ミガキ、日縁端部 :面取 り状、5/6残存 微砂均質 明橙褐色～赤橙褐色
125 (内)ミガキ、胴部:工具ナデ(外)口縁 :ハケ後ミガキ、胴部上半:ハケメ、下半 :ミガキ、底部:摩滅 微～細砂 明橙褐色
壺 166 (内)口縁 :ミガキ、頭部:ナデ、胴部 :押圧+ナデ、ハケメ(外)口縁 :ハケ後ミガキ、ミガキ、黒斑 微砂 黒灰色/明橙色
壷 口縁 :ミガキ、一部摩滅(内)頸部:ミガキ、押圧、ナデ(外)ミガキ密、1/2残存 微砂均質 赤橙褐色
(内)ハケ後ミガキ(外)強い横ナデ、ミガキ、単位不明瞭 水漉粘土に微砂△均質 橙褐色
壺 (内)口縁:ミガキ、不明瞭、頭部:ナデ、胴部:押圧、ハケメ(外 )日縁:摩滅、頸部～胴部:ミガキ、内底中央に円形くぼみ 微砂均質、角閃石 赤橙褐色～橙褐色
壺 (内)頸部 :不明瞭(外)頸部 :ミガキ密、胴部 :ハケ後ミガキ、底部 :ミガキ、ナデ、1/3残存、黒斑 微砂、角閃石◎ 黄橙褐色
(内)口縁～頸部 :ミガキ(外)ミガキ密、被熱か、黒斑、底部 :摩滅、焼成前穿孔径4mm、1/3残存 微砂均質 淡黄橙褐色
(内)口縁:ハケ後ナデ、胴部:押圧+ナデ、ハケ、下半ナデ(外)口縁:横ナデ、胴部:摩滅◎、ミガキ不明瞭、2/3残存 微砂均質 暗橙褐色
壺 (内)横ナデ(外)横ナデ、押圧+ナデ、1/2残存 微砂、角閃石 ? 淡橙褐色
(内)頸部 :ナデ、押圧、胴部 :ケズリ(外)頸部 :横ナデ、ミガキ、胴部 :工具ナデ、ハケメ、黒斑 微砂、ウンモ 灰黒色/明黄褐色
(内)ナデ、胴部上半:ハケ、工具ナデ、下半:ケズリ(外)口縁:剥落、胴部:ハケメ、一部剥落、黒斑、1/4残存 微砂均質 灰褐色/明黄褐色
壺 *74 (内)ハケメ、つなぎ日明瞭(外)ハケメ、上半一部 ミガキ、底部ナデ、1/5残存、黒TII微砂 淡灰褐色/淡橙褐色
壺 (内)ナデ、押圧、ハケ後ナデ、下半:摩滅◎(外)頸部:ハケ後ミガキ、ハケメ、摩滅、底部ナデ、1/3残存、黒斑 微砂均質 黄褐色
63～64 (内)ナデ、押圧+ナデ、ケズリ(外)上半 :剥落、黒斑、下半 :工具ナデ、摩減◎、1/4残存 微砂、粗砂△ 黄灰褐色
壺 31.5-32(内)頸部:摩滅、胴部:ケズリ、ナデ、剥落◎(外)頸部:摩滅、胴部:タタキ、被熱、剥落◎、2/3残存、黒斑 微砂 乳橙褐色
図53 土器溜まり1出土遺物(6)
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3群の構成は、I系8個体 (分類不明3個体含む)、 Ⅱ系7個体 (分類不明2個体含む)となる。3群の西側に
壺の分布は偏る傾向にある。西倶1においては、 I tt D類が位置77と86に各1個体分布する。両者の間で、位置86
北側の81には、I tt B類1個体がみられる。なお、位置92には、B類またはD類となるI系壺1個体がみられる。
これらは、 1群でみたような、非複合口縁壺による軸状 (帯状)分布を示唆する。この周辺には西部瀬戸内系に
位置づけられるIttA 3類1個体、およびⅡ系壷が分布する。一方、東側では、 IttA l類とⅡ系C類が各1個
番 号 器種
法量 形態・手法の特徴ほか 胎土 色調
口径 底径 器高
甕 *147 口縁:ナデ、櫛描痕跡(内)ケズリ、下半押圧(外)摩滅◎、タタキ?後ハケ、ナデ、下半ミガキ、刺突2ヵ所、底中央穿孔lヵ所、黒斑、シ12残右 微砂、 ウンモ ? 暗褐色/淡褐色
甕 *150 口縁 :櫛描沈線2条以上、不明瞭、ナデ(内)ケズリ、底部付近:押圧(外)ハケ後ミガキ、刺突2ヵ所、煤、黒斑、14残存 微～細砂、ウンモ 暗灰褐色/,L橙褐色
発 口縁 :櫛描沈縮 条、ナデ(内)ケズリ、底部付近 :押圧、ナデ(外)タタキ後ハケ、ミガキ、3/7強残存、煤 細砂 灰褐色/暗茶褐色
甕 157～166 口縁 :櫛描沈線8条以上、ナデ(内)ケズリ、押圧(外 ナデ後 ミガキ、刺突2ヵ所 微～細砂 乳灰橙褐色
甕 204口縁 :櫛描沈線7条、横ナデ(内)ケズリ後ナデ、底部付近 :押圧(外)ミガキ、刺突1カ所残存、7/12残存 細砂 暗橙褐色
甕 口縁 :櫛描沈線3条以上、ナデ(内)ケズリ、底部 :押圧(外)ミガキ、底部 :一方向のミガキ、712残存、全面に煤 細砂、赤色粒 暗橙褐色/暗灰褐色
発 *155 口縁 :櫛描沈線11条、ナデ(内)ケズリ、底部付近 :押圧、煤 (外)ハケ後 ミガキ、煤、1/4残存 細～粗砂 灰褐色/暗橙褐色
甕 150 口縁 :櫛描沈線9条、ナデ(内)押圧、ケズリ(外)ハケ後ナデ、ハケ後 ミガキ、黒斑、1/3残存 微砂、粗砂△ 暗橙褐色
甕
口縁 :櫛描沈線3条以上、(内)ナデ、押圧、ケズリ(外)頸部 :ナデ、ミガキ、1/3弱残石 微～細砂、 ウンモ 淡橙褐色/明橙褐色
(内)ケズリ、押圧(外)ミガキ、黒斑、煤、日縁片との接点はないが同一個体の可能性
甕 口縁:櫛描沈線9条、横ナデ(内)ケズリ、押圧、煤(外)タタキ、ハケ後ミガキ、5/6残存、刺突文2カ所、ふきこぼれ痕,煤 微～細砂 淡灰褐色/淡橙褐色
甕 *152 口縁 :櫛描沈線9条、横ナデ(内)押圧、摩滅◎(外)摩滅◎、ハケメ、被熱か、2/5残存 微～細砂、赤色粒 橙褐色
甕 150～155 口縁 :櫛描沈線5条、ナデ(内)ケズリ(外)ハケメ、1/2残存 細砂、ウンモ 淡橙褐色/暗橙褐色
甕 口縁 :櫛描沈線5条、ナデ(内)ケズリ(外)ハケ後粗いミガキ、刺突2カ所、煤、1/2残存 細砂、ウンモ 暗橙褐色
甕 *156 口縁 :櫛描沈線10条、ナデ(内)ケズリ(外)摩減◎、ハケメ、3/8残存 粗砂 暗橙褐色/乳橙褐色
甕 *150 口縁 :櫛描沈線8条、ナデ(内)ケズリ(外)ナデ・ハケ後ミガキ、刺突2カ所、煤、1/333残存 細～粗砂、ウンモ 淡橙褐色/暗橙褐色
甕 152 口縁 :櫛描沈線8条、ナデ(内)ケズリ(外)頸部付近ナデ、ハケ後ミガキ、3/4残存 細砂、角閃石◎ 暗褐色
甕 147～150 口縁 :櫛描沈線6条、ナデ(内)ケズリ、砂粒動き少(外)頸部付近ナデ、ハケ後ミガキ、2/5残存 細砂、赤色粒、角閃石◎ 明橙褐色
甕 144～150 口縁 :櫛描沈線7～8条、ナデ(内)ケズリ(外)頸部 :横ナデ、ミガキ不明瞭、2/3残存 細砂、ウンモ 淡乳褐色/暗褐色
甕 *144 口縁 :櫛描沈細 条、ナデ(内)押圧、ケズリ(外)肩部 :ハケメ、刺突1か所、胴部 :剥落◎、煤、2/5残存 細砂 淡灰褐色/暗茶褐色
発 口縁 :櫛描沈細 条、横ナデ(内)ケズリ、押圧 外)ハケ後ナデ、3/4残存、煤 微砂、ウンモ 灰橙褐色/暗橙褐色
甕 130 口縁 :櫛描沈線6条、横ナデ(内)ケズリ、押圧(外 摩滅◎、胴部下半 :ミガキ、刺突2か所、1/3残存、煤 ? 微～細砂、角閃石 淡灰褐色
甕 143～144 口縁 :櫛描沈線5条、横ナデ(内)ケズリ、押圧 外)剥落◎、不明瞭、3/5残存 微砂 暗橙褐色
甕 口縁 :櫛描沈線6条、横ナデ(内)ケズリ、押圧 外)ハケ後 ミガキ、煤、1/2残存 細～粗砂 暗褐色/暗茶褐色
甕 口縁 :櫛描沈線7条、横ナデ(内)ケズリ(外)剥落不明、日縁 :に煤、5/8残存 微～細砂、ウンモ 乳橙褐色
甕 132×129 口縁～頸部 :横ナデ(内)ケズリ後ナデ、底部 :押圧(外)ハケメ、煤、3/5残存 淡黄灰褐色
甕 *180 (内)(外)剥落◎、不明瞭、1/4残存 微砂 淡橙褐色/暗乳褐色
図58 土器溜まり1出土遺物中→
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番号 器種
法 量
形態 。手法の特徴はカ 胎土 色調
口径 底 径 器高
甕 26×30 245日縁:横ナデ(内)卜半:ハケメ、ナデ、下半:ケズリ(外)摩滅◎、タタキ後ハケ、被熱◎、底部ナデ、2/3残存 細～粗砂 灰褐色/淡灰白色
甕 165～16.8 (内)口縁摩滅、ケズリ後ナデ(外)上半 :ハケ後ナデ、下半 :タタキ?後ハケ、煤、5/6残存 微砂 灰橙褐色/暗橙褐色
甕 (内)ケズリ、底部付近 :ナデ、平滑(外)タタキ、ハケメ、煤、3/5残存 細～粗砂 淡茶褐色/灰茶褐色
甕 147～ 151 (内)口縁 :摩滅◎、頸部 :押圧・ナデ、胴部 :ケズリ(外)口縁 :摩滅、胴部 :ハケメ、煤、2/3残存 微砂、ウンモ 乳橙褐色
甕 *17.1 (内)口縁 :工具ナデ、胴部 :ケズリ(外)口縁 :横ナデ、胴部 :摩滅◎、1/4残存 微砂、粗砂△ 暗灰褐色/乳褐色
甕 *17.0 (内)口縁 :ナデ、頸部 :押圧、胴部 :ケズリ(外)口縁 :ナデ、胴部 :ハケメ、1/4残存 細～粗砂、ウンモ 灰白色
甕 *150 摩滅・剥落◎(内)不明瞭(外)口縁 :ナデ、不明瞭、1/4残存 微～細砂 橙褐色
甕 *120 口縁 :ナデ (内)頸部 :押圧、胴部 :ケズ リ(外)ハケメ、1/12～頸部1/2残存 微砂 乳灰褐色/暗乳褐色
甕 *150 (内)口縁 :ハケメ、胴部:ナデ、ケズリ、平滑(外)口縁 :ナデ、ハケ後ミガキ、1/3残存、一部赤色顔料の可能ll 利砂 、赤 色 粒 淡橙褐色/暗橙褐色
甕 (内)口縁 :ナデ、ケズリ後ナデ(外)口縁 :剥落、ナデ、胴部 :ハケ後ミガキ、1/3残存 細砂 橙褐色
甕 (内)口縁 :ハケ後ナデ、胴部 :ケズリ(外)口縁 :ナデ、胴部 :ナデ、一部ハケメ、5/6残存 微砂 乳褐色/淡茶褐色
甕 (内)口縁 :ナデ、胴部 :ケズリ(外)口縁 :横ナデ、胴部 :ナデ、ハケメ、波状文、1/5残存 細 砂 乳褐色
図59 土器溜まり1出土遺物la
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形態・手法の特徴ほか 胎土 色調口径 底径 器高
高杯 200-205 (内)ハケメ、ミガキ、脚部 :摩滅◎(外)摩滅、ミガキ、脚部 :ハケメ、押圧、少円孔2か所、脚部1ん残存 微砂均質 明橙褐色
高杯 205 摩滅・剥落◎(内)押圧後ミガキ、脚部 :ナデ、ハケメ(外)脚部 :ミガキ、ハケメ、赤色顔料、円孔4か所 微砂均質、赤色粒 黄褐色 (橙黄褐色)
高杯 205 142 153(内)摩滅、ハケ後ミガキ、脚部:摩減◎(外)ミガキ、脚部:摩滅、円孔4か所、一部顔料or赤色化、脚部1/2残存 微砂均質 淡黄白～明橙褐色
高杯 (内)摩減、剥落◎、僅かにミガキ、脚部:ナデ、押圧、ハケメ(外)ハケ後ミガキ、一部に押圧痕脚部:ミガキ、円7L4か所、黒斑、ン5残存 微砂均質 明赤橙褐色/明橙黄褐色
高杯 196×202 (内)ミガキ、口縁 :横ナデ、脚部 :摩滅◎、工具ナデ?(外)ミガキ、脚部 :摩減◎、円孔4か所 微砂均質 明橙褐色
高杯 (内)摩滅◎、口縁端 :ミガキ、脚部 :しぼり、ナデ(外)摩減・剥落◎、脚部 :ミガキ、端部に条線、円孔4か所 微砂均質 淡橙褐色/暗橙褐色
高杯 (内)ミガキ、やや摩滅、脚部 :ナデ、ハケメ(外)ミガキ、脚部 :剥落、ハケ後ミガキ、円子L4か所、黒斑 微砂均質、ウンモOr角閃石 暗橙黄褐色
高杯 (内)摩減◎、ミガキ単位不明瞭、脚部:しぼり後ナデ、ハケメ(外)ハケ後ミガキ?ナデ?脚部:面取り、ハケメ、円7L4か所 微砂均質 明黄淡橙褐色
高杯 210 147～149(内)摩滅 剥落◎、ミガキ、脚部:ナデ、ハケメ(外)摩滅◎、一部ミガキ、脚部:ハケ後ミガキ、被熱・剥落◎、円7L4か所 微砂均質 淡黄灰白色
高杯 138～141赤色顔料塗布(内)ミガキ、脚部 :押圧・ナデ、ハケメ(外)ミガキ、脚部 :ミガキ、ナデ、円孔4か所 微砂均質 明黄褐色(赤橙褐色)
高杯 (内)摩滅◎、脚部 :ナデ、しぼり痕(外)摩滅・剥落◎、不明瞭、脚部 :ミガキ、被熱◎、黒斑、1//2残存 微砂 明橙褐色
高杯 140 摩減・剥落◎(内)丁寧なナデ、脚部:ナデ(外)丁寧な仕上がり、調整不明瞭、ミガキ、脚部:ミガキ、円孔4か所、黒斑 微砂均質、粗砂△、金ウンモ◎ 淡橙褐色/淡明橙褐色
高杯 209 (内)ミガキ、内底部:ハケ後ミガキ、脚部 :しぼり、ナデ(外)ミガキ、一部ハケ残、脚部 :ミガキ、5ん残存 微砂均質 黄 (橙) 褐色
高杯 (内)口縁 :横ナデ、ミガキ、ハケ後ミガキ、脚部:摩滅◎、ナデ(外)剥落◎、ミガキ、脚部円孔2か所残存 細砂均質 明赤橙褐色
高杯 200×202 (内)ミガキ、脚部:しぼり、ナデ、押圧(外)ミガキ、黒斑、脚部 :ミガキ、ハケ後ミガキ、日縁i/8残存、脚端欠損 微砂均質 明黄褐色/褐色
高杯 (内)ミガキ、脚部:横ナデ、粘土補充(外)ハケ◎後ミガキ△、脚部:ハケ△後ミガキ、円7L3か所残存、被熱◎、1/2残存 微砂均質 暗灰橙褐色
120高杯 200×206 (内)摩滅◎、不明瞭、脚部 :ナデ(外)摩滅、剥落、不明瞭、脚部 :ミガキ、4/5残存 微砂均質、ウンモ 明橙褐色
高杯 194×195 (内)ミガキ、摩滅、赤色顔料一部残る、脚部:しぼり痕(外)摩減、剥落、ハケ後ミガキー 部残る、被熱、赤変、剥離、2/3残存 微砂均質、赤色粒 明橙褐色
高杯 (内)摩滅◎、不明瞭、脚部 :剥離◎(外)ミガキ密、1/3残存 微砂均質 橙褐色
高杯 (内)摩減◎、強いヨコナデ(ミガキ状)、 脚部:ナデ(外)摩滅、ハケ後強い横ナデ(ミガキ状)、 脚部:面取り的ミガキ、1/3残存 微砂均質 淡橙褐色
高杯 206 (内)摩減◎、不明、種子圧痕1か所、赤色顔料、脚部:ナデ(外)摩減◎、ハケ後ミガキ、不明瞭、種子圧痕1か所、1/4残存 微砂 暗橙褐色
高杯 (内)ハケ後 ミガキ、底部 :放射状ハケ(外)ハケ後ミガキ、ケズリ、1/3残存 微砂 淡橙褐色
高杯 (内)ハケ後ミガキ(外)ハケ後 ミガキ、1/2残存、135と類似 微砂均質 淡橙褐色
127高杯 (内)ハケ後ミガキ、底部:放射状ハケ(外)ハケ後ミガキ、屈曲部:強い横ナデ、ケズリ後ミガキ、被熱、剥落、1/3残存 微砂均質 淡橙褐色
高杯 (内)ハケ後ミガキ、不明瞭(外)摩滅◎、強い横ナデ(ミガキ状)、 3/4残存 微砂精良、均質 明橙褐色/暗褐色
高杯 摩滅◎、調整不明瞭(内)ミガキー部残存(外)被熱、1/3残存 微砂 淡暗橙褐色/淡暗褐色
高杯 (内 )ミガキ、剥落◎(外)ハケ後 ミガキ、剥落◎、被熱可能性、1/3残存 微砂均質 淡橙褐色/予L白色
高杯 (内)ミガキ、剥落◎(外)ハケ後ミガキ、2/3残存 微砂均質 橙褐色/淡橙褐色
高杯 (内)強い横ナデ、底部 :ハケ後ミガキ(外)強い横ナデ(ミガキ状)、 ナデ後ミガキ、摩減、3/4残存 微砂均質 淡褐色/暗褐色
高杯 202 (内)ハケ後ミガキ、被熱 ?(外)ハケ後ミガキ、 ミガキ密、黒斑、2/3残存 微砂 iti明橙褐色/淡橙褐色
高杯 口縁 :ナデ(内)ハケ後ミガキ(外)ミガキ、黒斑、1/3残存 微砂 淡橙褐色/淡黄褐色
高杯 220 (内)強い横ナデ後ミガキ、底部 :ハケ後工具ナデ(外)ハケ後強い横ナデ(ミガキ状)、 1/2残存、126と類似 微砂 淡橙褐色/暗橙褐色
高杯 (内)(外)ハケ後ミガキ、2/3残存 微砂均質 暗橙褐色/暗褐色
高杯 (内)ハケ後ミガキ(外)強い横ナデ(ミガキ状)、 2/3残存 微砂均質 淡橙褐色
高杯 (内)摩滅◎、不明瞭、一部ミガキ残存、脚部:しぼり痕、ハケメ(外)杯部:ミガキ、脚部:ハケ後ミガキ、円孔4か所、1/2残存 微砂均質、ウンモ 淡橙褐色～淡乳黄褐色
高杯 (内)ハケ後ミガキ、脚部 :ナデ、ハケメ(外)ハケ後ミガキ、脚部 :ハケ後ミガキ、円孔3か所残存、1/3残存 微砂 明橙褐色/淡橙褐色
高杯 (内 )ミガキ密(外)ミガキ密、4/5残存、杯部と脚部の接合部に特徴あり 微砂 橙褐色/明橙褐色
高杯 (内)ハケ後ミガキ、赤色顔料、脚部:しぼり痕(外)ハケ後ミガキ、ケズリ後ミガキ、粘土貼り付け部:ナデ押圧、黒斑、5ん残存 微砂均質 淡橙褐色
高杯 167 (内)ミガキ、脚部:しぼり痕、押圧、ナデ、ハケメ(外)ミガキ、一部ハケ残存、脚部:面取り後ミガキ、円孔4か所 微砂 淡橙褐色
高杯 (内)ミガキ(外)ミガキ密、1/2残存 微砂均質 暗押橙褐色/淡押橙褐色
高杯 (内)摩滅◎、ミガキ(外)口縁 :ミガキ、一部ハケ後 ミガキ 微砂均質 淡黄褐色/橙褐色
高杯 147～152(内)ハケ後ミガキ、脚部:ナデ、ハケメ、摩減(外)ハケ後ミガキ、脚部ミガキ、ハケ後ミガキ、円孔4か所、赤色顔料 微～細砂、水濾粘土 明橙褐色
高杯 (内)ハケ後 ミガキ(外)ハケ後ナデ、摩滅によリミガキ不明瞭、3/4残存、黒斑 微砂均質 明赤橙褐色
高杯 (内)摩滅◎、ミガキ(外)口縁 :横ナデ、ハケ後ミガキ 水濾粘土 赤橙褐色
高杯 (内)摩滅◎、調整不明、脚部 :ナデ(外)ナデ、ミガキ、摩滅、3/5残存 微砂 明橙褐色/橙褐色
高杯 (内)ミガキ、ハケメ、脚部:ナデ、ハケメ(外)剥落◎、頸部:ケズリ、脚部|ミガキ、ハケメ、円子L4か所、赤色顔料、2/5残存 微砂 明橙褐色/暗橙褐色
高杯 (内)ナデ、ハケ後ミガキ、脚部:ナデ、押圧、ハケ後ナデ(外)ケズリ後ミガキ、脚部:ケズリ後ミガキ、円7L4か所、3/5残存 微砂 淡茶褐色/暗茶褐色
高杯 (内)ミガキ、脚部:しぼり痕、ハケ後ナデ、粘土補充痕(外)面取り、ミガキ、脚部:ミガキ、円孔2か所残存、脚部174残存 微砂 明橙褐色
高杯 (内)剥落◎、脚部:しぼり痕、ナデ、ハケメ(外)ミガキ、脚部:ミガキ、ハケ後ミガキ、円孔2か所残存、1/4残存 微砂均質 明橙褐色
高杯 (内)ナデ、摩滅◎(外)摩滅◎、円孔 2ヶ所残存、1/3残存 微砂均質 淡橙褐色
高杯 144 摩滅・剥落◎、調整不明(内)ハケ後ナデか(外)凹凸あり、円孔3か所、1/2残存 微砂均質、赤色粒 明橙褐色/淡明橙褐色
高杯 (内)しぼり痕、ナデ、ハケメ(外)ケズリ後ミガキ、ハケ後ミガキ、円孔3か所残存、1/2残存 微砂、角閃石 淡橙褐色/暗橙褐色
高杯 (内)ミガキ、脚部 :しぼり痕、押圧、ハケ(外)ミガキ、ハケ後ミガキ、円孔5か所中4か所残存、34残存 微砂均質 明橙褐色
高杯 (内)しぼり痕、押圧、ナデ、ハケ後ナデ(外)ミガキ、ハケ後ミガキ、不明瞭、脚端部に沈線、円孔1か所残存、1/3残存 微砂 淡橙褐色
高杯 摩減◎、調整不明(内)ハケ、ナデ(外)脚部 :僅かにハケ後ミガキ、円孔4か所残存、1/3残存 微～細砂 淡黄褐色/明橙褐色
高杯 (内)しぼり痕、ナデ、摩減(外)ナデ後 ミガキ、摩滅◎、円孔4か所残存、7/8残存 微砂 淡褐色
高杯 (内)しぼり痕、横ナデ、円イL周辺剥落(外)ミガキ、押圧後 ミガキ、円孔2か所残存、2/3残存 微砂 淡明橙褐色/明橙褐色
高杯 (内)しばり痕、押圧・ナデ、ハケ後ナデ(外)ナデ、ハケメ、ナデ、円孔3か所残存、1/3残存 微砂均質 明橙褐色
高杯
(内 )ミガキ、内底 :摩滅◎(外)摩滅、ミガキ、ケズリー部残、1/2残存 微砂 暗橙褐色
(内)しぼり痕、摩滅、ナデ(外)ミガキ、不明瞭、ハケ後ミガキ、1/3残存、接点ないが同一個体 微砂 橙褐色
高杯 126 (内)強い横ナデ(外)口縁 :ナデ、ケズリ、2/5残存 微～細砂 明橙褐色/淡橙褐色
高杯 *120 摩滅◎、調整不明、脚内 :しぼり痕、ナデ(外)脚部 :僅かにミガキ、1/3残存 水濾粘土、赤色粒 淡橙褐色
高杯 130×132 口縁 :強い横ナデ(内)丁寧なナデ、赤色顔料塗布(外)ケズリ後ミガキ、赤色顔料塗布、78残存 微砂均質 明橙褐色/淡乳黄褐色
高杯 158 142～144 (内 )ミガキ後ナデ、脚部:ナデ、摩滅◎、赤色化(外)ミガキ密、脚部:剥落◎、ハケ後ミガキ、円子L4か所、1/2残存 微砂均質 淡橙褐色
高杯 145～146(内)ハケ、横ナデ、中心部貫通(外)摩滅◎、ミガキ、脚部:ミガキ、ハケ?後押圧・ナデ、端部:強い横ナデ、円孔4か所、1/1残存 微砂均質 黄白色/明黄褐色
器台 (内)ハケ後ミガキ、中心部貫通(外)強い横ナデ、ミガキ、脚部:面取り後ミガキ、ナデ、ハケ後ミガキ、円孔1か所残存、脚12残存 微砂均質 淡乳橙褐色
高杯 ? (内)強い横ナデ後ミガキ痕、黒斑(外)摩減 。剥落◎、ミガキ不明瞭 微砂均質 赤橙褐色
高杯 (内)ミガキ、摩減(外)ハケ後ミガキ、ケズリ後ミガキ 微～細砂 淡橙褐色/明橙褐色
器台 (内)摩滅◎中心部貫通、円孔上段は4か所、下段は4か所残存、1/2残存 微砂 明乳橙色/暗橙褐色
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形態・手法の特徴ほか 胎土 色調口径 底径 器高
鉢 57～62 摩滅◎(内)ミガキ(外)ミガキ、ナデ、底部 :光沢、1/2強残存 1微砂均質、赤色粒 明橙褐色
鉢 157×161 (内)口縁:ハケ後ミガキまたはナデ、下半:ハケ後ミガキ(外)摩減◎、ミガキ、黒斑、3/4残存1微砂均質、赤色粒 暗橙褐色
*143 (内)ハケメ(外)摩滅◎、不明瞭、1/4残存 微 砂 明橙褐色
162 (内)口縁 :摩減、下半 :ハケ後ミガキ、底部 :ナデ?(外)摩減◎、ミガキ、1/2残石 1微砂均質 黄褐色
153×163 摩滅◎、調整不明瞭、日縁 :強い横ナデ(内)一部ミガキ(外)僅かにミガキ、3/4残存 水漉粘土 明赤褐色
177 鉢 152 摩滅◎・剥落◎(内,一部ハケメ(外)ミガキ、ナデ、不明瞭、黒斑、1/2残存、底部は僅かに残存 微砂、角閃石 赤色対 淡橙褐色～淡灰色
鉢 *125 (内)丁寧なナデ(外)強い横ナデ後 ミガキ、被熱◎、赤変、1/2残存 微砂均質 淡黄褐色
鉢 *117 (内)ケズリ後ハケメ、一部押圧、底部:摩滅◎(外)摩減◎、ハケメ、被熱◎、煤?底部|ナデ、日端1/12残存～底部完存 微砂均質、ウンモ、赤色粒 明橙褐色/暗橙褐色
鉢 130 (内)押圧 。工具ナデ後ハケ(外)押圧後ナデ、雑な仕上が り、1/3残存 微砂均質、赤色粒 淡橙褐色
鉢 *147 口縁 :強い横ナデ(内)ナデ後ミガキ(外)ケズリ後ミガキ?不明瞭、1/6残存 微砂均暫 黄～橙褐色/明橙褐色
タト? *190 (内 )Fll落◎、ミガキ(外)剥落◎、不明瞭、1/6残存 微 砂 橙褐色/明乳褐色～黄白色
鉢 193 (内)磨滅、ナデ?(外)口縁 :横ナデ、ミガキ、底部 ;ハケ?後ナデ、黒斑、1/2タ存 微砂均質 淡黄白褐色/明橙褐色
鉢 146X15242×46 (内)摩滅◎、ハケメ後丁寧な仕上げ(外)磨滅◎、剥落◎、脚台:押圧、黒斑、ほぼt 存 微砂均質、赤色粒 淡橙褐色
鉢 39×43 (内)ハケ後ミガキ(外)口縁 :強い余暇ナデ後ミガキ、押圧・ナデ後ミガキ、黒斑、ほぼ 1微砂 黒灰～淡黄掲色/黒掲～淡黄褐色
鉢 (内)丁寧なナデ後 ミガキ(外)口縁 :横ナデ、 ミガキ密、脚台 :摩滅、1/2 存 微砂 明橙褐色
鉢 102～106 (内)工具ナデ、押台|ハケメ、ナデ(外)日縁1強い横ナデ、ハケ後ミガキ、脚台:強い横ナデ、黒斑、日縁3/4残存 微砂均質 明橙褐色
鉢 ? (内)幅広いミガキ後密なミガキ(外)ケズリ後ナデか ?2/3残存 微砂 明橙褐色/暗橙褐色
鉢 *150 116 ガキ(外)ミガキ、脚部中央 :円孔刺突を基ぐ状態で15×lcm粘土充填、黒斑、1/4残存 微～細砂 暗橙褐色
鉢 *120 堕壁堅■2型l昨脚台:強い横ナデ(外)ハケ後ミガキ、脚台:ミガキ、ナデ、日縁lβ～脚端部1/3残存 細砂、均質 淡橙褐色
鉢 34×35 摩滅◎、調整不明(内)不明瞭(外)底部 :ケズリ後ナデ ?1/3残存 水漉粘土 明橙褐色
鉢 22×26 (内)横ナデ、工具ナデ痕(外)口縁 :横ナデ、ミガキ、一部ケズリ後ナデ、黒斑、1/4残存 水漉粘土、赤色粒 明橙褐色
鉢 *100 剥落◎ (内)不明瞭(外)不明瞭、一部ハケ後ナデ ?1/4残存 微砂均質 淡黄褐色/暗褐色
鉢 *106 (内)押圧、ナデ、ケズリ(外)押圧、ハケメ、1/4残存 微砂、角閃石 橙褐色/暗褐色
鉢 (内)口縁 :摩滅◎、胴部 :押圧後ナデ(外)ミガキ、摩滅、1/4残存 均質 淡橙褐色
鉢 (内)口縁 :強い横ナデ、胴部 :ケズリ後ミガキ(外)ミガキ、1/6残存 微砂均質 明橙褐色
鉢 (内 )ミガキ密(外)ミガキ密、黒斑、2/3残存 微砂均質 淡橙褐色
鉢 70～72 (内)ミガキ密 (外)ミガキ密、口縁部1/8欠損 微砂均質、赤色粒 淡橙褐色
ミニチュア鉢 (内)ナデ(外)ミガキ密、1/4残存 均質 橙褐色
ミニチュア壺 22-27 (内)ナデ(外)ミガキ、4/5残存 微砂、角閃石 明茶褐色
ミニチュア鉢 約30 口縁 :摩滅◎(内)押圧、ナデ(外)押圧、ナデ、黒斑、日縁部1/4～底部1/2残存 水漉粘土
202 ミニチュア鉢 滅◎、剥落◎、2/3残存 微砂 (水漉に近い)
ミニチュア鉢 (内)横ナデ、押圧(外)押圧、ナデ、タタキ?底部 :ナデ、1/3残
ミニチュア壷? (内)押圧、ナデ(外)押圧、ナデ、一部剥落、摩減、1/2弱残存、胎土中に径4nunの種子 ? 微砂
ニチュア 35～38 (内)押圧、ナデ(外)指押え後ミガキ、ほ 微砂均質、赤
206ミニチュア (内)横ナデ(外)指押え、ナデ、約1/2残存、黒斑、手づ くね 微砂、均
207ミニチュア (内)押圧十ナデ、ナデ後 ミガキ(外)押圧十ナデ、横ナデ、1/2弱 微砂、均
ミニチュア鉢 (内)押圧十ナデ(外)横ナデ、押圧後ハケメ、底部 :ナデ、1 微砂
鉢 口縁 :横ナデ(内)ケズリ、平滑 (外)被熱◎、変色、摩滅◎、1/3残存 微
口縁 :横ナデ(内)ケズリ(外)被熱◎、変色・剥落◎、調整不明瞭、1/2残存 微
161×167 (内)口縁 :横ナデ、胴部 :ケズリ後ナデあげ(外)口縁 :ナデ、胴部:ハケ後押圧、黒斑、1/6残存 微砂、ウンモ 灰
(内)日縁:押圧、ナデ、胴部:ケズリ(外)日縁:横ナデ、胴部:タタキ可能性あり十押圧、ナデ、頸部1/5残存 微
*196 日縁 :横ナデ(内)ケズリ後ナデ(外)上半 :ハケメ、下半 :ハケ後ミガキ、14～1/5残存 微砂
剥落◎ (内)底部 :ハケメ(外)底部 :ハケメ、被熱◎、剥落、黒斑、1/2残存 微砂
鉢 口縁:横ナデ、櫛描沈線彫ぼ内)ハケ後ミガキ(外)上半:ハケ後ミガキ、下半:ケズリ後ミガキ、黒斑、2月残存 微砂
102 (内)口縁 :ハケメ、ナデ(外)ナデ、押圧、一部ハケメ、1/2強残存 色
*120 (内)ハケメ、ナデ、ケズリ(外)口縁 :ナデ、押圧、ハケメ、黒斑 ?1/4残存 黒褐色
(内)口縁 :横ナデ、胴部 :丁寧なナデ(外)口縁 :横ナデ、胴部 :ハケメ、2/3残存 白
口縁 :横ナデ(内)縦ナデ(外)ナデ後ハケ、摩滅、1/3残存 昔 白褐色
鉢 172 (内)摩滅◎、ケズリ(外)口縁 :強い横ナデ、ハケ後ナデ、黒斑、1/2残存
鉢 (内)被熱◎、ハケメ、胴部下半 :剥落◎(外)ハケ後ナデ、黒斑、1/3残存 石 色
鉢 (内)口縁 :ナデ、胴部 :ケズリ(外)口縁 :強い横ナデ、胴部 :摩滅◎、ナデ、1/潟]残存 粗砂、ウンモ 孝L黄褐色/淡黄灰褐色
鉢 60×63 (内)日縁:ナデ、胴部:ハケ後工具ナデ、底部:押圧・ナデ(外)被熱、剥落◎不明瞭、黒斑、底部:モミ圧痕、1/3残存 褐～淡黄自色/淡黄灰褐色
口縁 :強い横ナデ(内)ケズリ、一部ハケメ痕(外)ケズリ後ミガキ、黒斑、1/2残 淡橙褐色
225 *110 105 口縁 強い横ナデ(内)丁寧なナデ(外)ハケメ、ミガキ、底部付近 :被熱剥落◎、1/ 明 (橙) 褐色
ナデ、胴部 :ケズリ、剥落(外)ハケメ、1 淡黄褐色
227 鉢 口縁 ナ デ ナデ(外)ハケメ、1/4残存 黄灰褐色
228 鉢 323 ナデ(内)ケズリ後ナデ(外)ナデ、1/4残存 閃石 暗橙褐色
229 蓋 67～68 つまみ(内,ハケ後ミガキ(外)ミガキ、蓋部(内)ハケ後ミガキ密(外)ミガキ密、1 明橙褐色
蓋 甕口縁のラインに一致(外)ケズリー 部で確認、1/ 淡橙褐色
脚台 125 (内)ナデ、脚部 :ミガキ、横ナデ(外)ハケ後押圧、ナデ、脚端部 :横ナデ、1/ 乳褐色
232 器台 86～91 (内)ミガキ、摩滅、脚部 :ハケメ、摩滅◎(外)横ナデ、脚部 :ミガキ 明橙褐色
器台 ナデ、頸部 :ミガキ、ケズリ(外)強い横ナデ、丁寧な仕上げ 明橙褐色
器台 (内)ケズリ後ナデ、一部に赤色顔料残存(外)強い横ナデ、頸部99× 閃石 乳橙褐色
製塩土器 54×58 ナデ(外)タタキ、ナデ+押圧、脚 ～粗砂、角閃石 暗茶褐色/暗赤橙色灰褐色
製塩土器 55×58 ナデ、脚部 :押圧・ナデ(外)剥落◎、脚部 :押圧+ナデ 淡赤白色
製塩土器 48×50 脚部 :押圧・ナデ(外)タタキ ナ デ 圧 灰黒色/赤褐色
製塩土器 脚部 :横ナデ(外)タタキ、ナデ、脚部は 灰色/淡赤橙灰白色
製塩土器 )ナデ、脚部 :ナデ、繊維痕跡(外)ナデ、脚部 :押圧、ナデ 暗灰褐色/黒赤灰色
製塩土器 ナ デ 脚部 :ナデ(外)摩滅◎、脚部 :押圧 ナ デ l 暗乳褐色
製塩上器 50×55 部 :押圧 (外)押圧 ナ デ 脚 乳橙褐色/淡赤褐色
製塩土器 46×47 (内)剥離面、脚部 :押圧+ナデ(外)タタキ、ナデ、脚部ほ | 粗砂 黒色/淡赤白色
製塩土器 46×51 被熱◎(内)ナデ、脚部 :ナデ、押圧(外)タタキ、脚部 :押圧、ナデ、脚部完存 粗砂 暗灰色～暗灰褐色
製塩土器 被熱◎(内)ナデ、脚部 :ナデ、押圧(外)タタキ、脚部 :押圧、ナデ、脚部ほぼ字存 粗 砂 乳橙褐色
製塩土器 50×53 次被熟、変色t内)工具ナデ、脚部:押圧、粘土塊充填(外)タタキ、脚部:押圧、ナデ、脚部完存 粗砂 淡赤掲色/黒～暗赤褐色
製塩土器 被熱◎、変色 (内)剥離面、脚部 :摩滅(外)タタキ、摩減◎、脚部1/2残存 粗砂 淡赤白色～灰白色
247 製塩土器 (内)ナデ、脚部 :押圧・ナデ(外)押圧、脚部 :ナデ、脚部2/3残存 粗砂 淡黄白色/乳白色
製塩土器 J性熱、変色(内)工具ナデ、脚部:押圧、ナデ(外)タタキ、脚部:押圧、ナデ、脚部ほぼ完存 粗砂 黒～淡赤白色
製塩土器 53×55 次被熱、変色、剥落(内)脚部 :押圧、ナデ(外)押圧、ナデ、脚部完存 粗砂 灰黒色～淡赤灰白色
製塩土器 43×47 被熱◎(内)ナデ、脚部:ナデ十押圧、土器細片を充填?(外)タタキ、脚部:押圧、ナデ、脚部字存 ・lR砂 灰 里 缶 ～ 沐 未 白
製塩土器 二次被熱、変色(内)ナデ、脚部 :押圧、ナデ、煤(外)タタキ、脚部:押圧、ナデ、脚部ク5残存 灰黒色/明赤橙セ
252 製塩土器 53×54 被熱◎(内)剥離面、脚部 :ナデ、押圧(外)ナデ、脚部 :押圧、ナデ、脚部完存 粗砂 暗灰褐色/橙灰劇
253 製塩土器 57×59 憐熱◎(内)剥離面、脚部 :ナデ、押圧(外)脚部 :押圧、ナデ、脚部完存 粗砂 暗橙茶褐色/橙灰褐
製塩土器 49×52 (内)剥離面、脚部 :ナデ、押圧(外)押圧、ナデ、脚部ほぼ完存 粗砂
製塩土器 40×41 被熱◎ (内)ナデ、脚部 :ナデ、押圧 (外)タタキ、脚部 :押圧、ナデ、脚部完存 粗砂 暗灰赤褐色/黒～赤橙1
256 製塩土器 二次被熱、変色(内)lll離面?脚部 :押圧、ナデ(外)タタキ、脚部 :押圧、ナデ、脚部4/5残存 粗砂
257 製塩土器 33×4 摩滅◎、被熱◎ (内)ナデ、脚部 :ナデ(外)押圧十ナデ、脚部完存 粗砂 淡赤白色
258 手焙形土器 (内)頸部 :ミガキ、胴部 :ハケ後丁寧なナデ(外)頭部・ナデ、胴部～底部:丁寧なナデ、1/3残存 細砂 灰橙褐色


















OT25 (S=1/4)0          10cm
番号 器種
伝 重 重量 (g) 特徴 胎土 色調最大長 最大幅 最大厚
Tl 土錘 管 状 土錘 、 ナ デ、 端 部 に指 圧 痕 、
`L径
911ull、黒 斑 淡黄灰～淡橙灰
T2 土錘 管状土錘、ナデ、端部に指圧痕、7 10mm、黒斑、表面一部矛I落 淡補 褐 ～ Ell置灰
T3 土錘 465 管状土錘、ナデ、端部ほかに指圧痕、7L径1011ull、黒斑 微砂 ・精良 淡等褐～淡黄灰
T4 土錘 395 102.5管状土錘、ナデ、端部に指圧痕、fし径 1311ull、黒斑 微砂 ・精 良 淡黄橙茶褐
T5 土錘 739 422 1372管状土錘、ナデ、孔径 14null
T6 土錘 6.81 管状土錘、ナデ、端部に指圧痕、孔径911ul 沐 等 褐 ～ 沐 昔 戻
土錘 7.30 管状土錘、ナデ、端部に指圧痕、子L径105111111、黒斑 淡黄灰
T8 管状土錘、ナデ、端部に指圧痕、子L径10 5mm、黒斑 微砂・精良 淡橙褐～淡明灰
T9 土錘 445 1465管状土錘、ナデ、端部に指圧痕、イし径 1011ull、黒斑 微砂 ・ 精 艮
土錘 365 管状土錘、ナデ、孔径 13null、一部欠損 淡黄灰
土錘 1144)管状土錘、ナデ、孔径 1011ull、黒斑、一剖
`欠
損 沐謄 褐 ～ 沐 昔 辰
T12 土錘 管状土錘、ナデ、端部 に指圧痕、7L径14111111 淡橙褐～明橙褐
T13 土錘 370 管状土錘、ナデ、7L径13 5null、黒斑 淡黄灰
T14 土錘 635 管状土錘、ナデ、端部に指圧痕、子L径14nllll、黒 llI 淡黄灰
T15 土錘 (861)管状土錘、ナデ、端部に指圧痕、そL径1lnull、工具痕 (?)あり、1/2残存 明橙褐～橙褐
土錘 管状土錘、ナデ、端部に指圧痕、イL径12null、2/3残存 沐 等褐 ～ 暗 沐 昔 灰
T17 土錘 660 管状土錘、ナデ、7L径1211ull、黒斑、3/4残存 淡橙褐
T18 土錘 725 管状 土錘 、 ナ デ、 端 部 に指FI痕、黒 斑
T19 土錘 690 管状土錘、ナデ、端部ほかに指圧痕、工具痕 (?)あり、孔径 14 511un、黒 IXI 明捕 褐 ～橙 褐
T20 土錘 管状土錘、ナデ、孔径 9null、黒斑、4/5残存
T21 土錘 (6045) 1010)管状土錘、ナデ、端部に指圧痕、孔径 1311ull、3/5残存 微 砂 ・精 艮 潜 褐 ～ 沐 音 船 褐
T22 土錘 (5465) (3925)( 9) (355)管状土錘、ナデ、端部に指圧痕、2/5残存 淡黄褐
T23 土錘 管 状 土錘 、 ナ デ、fL径711un、黒 斑 、 表 血剥 落著 しυ 黄灰～淡橙褐
T24 土錘 875 (958)管状土錘、ナデ、孔径9mm、黒斑、一部欠損 微 砂 ・精 良 淡黄茶褐
T25 土錘 管状土錘、ナデ、孔径 711un 淡橙褐
T26 土錘 282 管状土錘、ナデ、孔径 811un、一部欠損 沐 昔 潜 褐
T27 土錘 230 (24.5)管状土錘、ナデ、孔径 711ull、黒斑、3/5残存 暗橙褐
図66 土器溜まり1出土遺物19-土鍾一
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能な6個体についてはID類2個体 (位置124・128)、IC類1個体 (位置121)、IB類1個体 (位置126)、ⅡC
類2個体 (位置124・133)となる。東側は、 IC類1個体と、 I系分類不明2個体からなる。5b群は、 I系10
個体 (分類不明3個体含む)、 Ⅱ系5個体 (分類不明3個体含む)からなる。I系でみれば、Al類3個体、A2
類1個体、B類1個体、D類2個体となり、やや複合口縁壷が多いことは他の群と異なる点といえる。5c群は、













重 量 石材 特徴最大長 最大幅 最大厚
石 錘 833 9283 角閃岩 長軸・両側面に敲打による浅い溝
石 錘 897 流紋岩 長軸 に敲打 による浅い溝、両側縁 に浅い敲打痕
石 錘 625 流紋岩 長軸 に敲打 による浅い清
石 錘 花同岩 表事むEに餐 反
石 錘 流紋岩 敲打による3方向の浅い溝
石 錘 503 角閃岩 一周 しないが長軸に敲打 による浅い溝
石錘 細粒角閃岩 右側縁上半・表面中央部に敲打 による浅い溝、下端に敲打痕
S0 敲石 ? 152.6 花闘岩 下端 にわずかな敲打痕
S 1 敲石 ? 397 細粒花同岩 下端 に敲打痕
S 磨 石 5275 流紋岩 下端付近に磨 り面
S 磨 石 731 476 細粒角閃岩 下端付近 に磨 り面
S4 磨石 ? 377 2000 流紋岩 下端付近にやや強い磨 り面か
S5 円礫 角閃岩
S6 磨石 (320) (1491)角閃岩 上部に摩滅部位、1/2残存
S7 円礫 (422) 角閃岩 1/3残存
図67 土器溜まり1出土遺物に0-石器一







































高杯 (図45) 1群の高杯は27個体 (A類15個体、B類1個体、C類2個体、不明9個体)である。高杯の分布
は、1群東半～南東部に偏る傾向がうかがえる。こうした分布は、壺 。甕とは異なるものである。特に、位置16・
20・29・ 41・ 43・ 49・下位7・下位15において高杯分布が帯状に展開することも注目される。







































































































































































































るものと考えられる。土器の組成は、壺、甕、高杯、鉢 (大型)、 鉢 (中。小型)、 ミニチュァ土器、手焙形土器、
器台、蓋、製塩土器となる。この器種組成は、量比は別として、土器溜まり1と変わりない。なお脚台は、器種
としては壺または大型鉢に属するものである。基本的器種 (壺、甕、高杯、中・小型鉢、大型鉢)の内訳をみる
と、①高杯 (40%)、②甕 (25%)、③中・小型鉢 (20%)、④壺 (13%)、⑤大型鉢 (2%)となる。甕の量が多
図70 土器溜まり2土層断面









最小個体数 228個体 9 1 l 5







*1 最小個体数 :①+②+③*2 最大個体数 :①+②+③+④
〈甕〉
*1 最小個体数:①+②            破片総数8,203点*2 最大個体数:①+②十③
〈鉢 (中・小型)〉
*1 最小個体数 :①+②*2 最大個体数 (類型別):①+②+③(A類)*3 最大個体数 (全体):①+②+③
(高杯〉






Al類 A2類 A3類B類 C類 D類 E類 類型不明 A類 B類 C類
①完形に準じるor口縁と底部の対応判明 9個体 5個体 1 1個体 1 0 1個体 2個体 0 0 0 0
②口縁部 (個体数のカウント可能なもの) 15個体
14固体 1個体 0 1個体 1個体 7個体 0 0 04個体 (AOrB 3個体、DorB l個体)
③月同部 (個体数としてカウント可能なもの) 3個体 1個体 2個体
④底部 (口縁・胴部との対応不明) 12個体 12個体 0 0
最小個体数*1
22個体 6個体 2個体 0 1個体 2個体 9個体
0 2個体26個体 24個体
27個体 25個体
最大個体数*2 39個体 37個体 2個体
合計 Al類 A2類 B類
①完形に準じるor口縁部と底部の対
応判明 10個体 8個体 1 1個体
②口縁部 (～胴部)11/3以上or個体
数カウント可能なもの 41個体 39個体 0 2個体
③胴部～底部 1個体 1個体 0
最小個体数*1 51個体 47個体 l 3個体
最大個体数*2 52個体 48個体 1 3個体
〈鉢 (大型)〉
合計 A類 B類
①完形or完形に準じる 3個体 2個体 1個体
②口縁 2個体 2個体 0
③底部 0 0 0
最小・最大個体数 5個体 4個体 1個体
合計 A類 B類 C類 D類 類型不明
①完形or完形に準じる 18個体 6個体 3個体 9個体




最小個体数*1 40個体 11個体 8個体 20個体 1個体
最大個体数 (類型別)*2 42個体 13個体 8個体 20個体 1個体
最大個体数 (全体)*3 57個体 57個体
合計 A類 B類 C類 D類
①完形or杯と脚の対応判明 39個体 31個体 1 5個体 3個体
②杯部 (径1/3以上) 18イ固体 10個体 1個体 7個体
③杯底部 19個体 19個体
④軸～脚 10個体 8個体 2個体
⑤軸 33個体 33個体
最小個体数 (類型)*1 59個体 41個体 6個体 10個体 2個体
最小個体数 (全体)*2 82個体 82個体
最大個体数 119個体 121個体









総個体数 土錘 石 錘 円礫 磨石 敲石




























完形Or準完形 5個体 2イ固体 3個体











完形or準完形 2個体 2個体 0












器種 出土位置 番号 状態 類 型
甕 31・30  37 口縁3/4～胴部
甕 21・25 口縁2/3～胴部 A
甕 口縁2/3～胴部
甕 38・34 口縁5/8～胴部 A
甕 23・ 15・下位13 口縁5/8 A
甕 5 口縁3/5～胴部 A
甕 口縁3/5～胴部
甕 34・下位16 口縁3/5～胴部 A
甕 22・14 口縁3/5 A
甕 口縁1/2～胴部 A




甕 33・下位16 口縁1/2～胴部 A
甕 口縁1/2～胴部 A





甕 下位7 口縁1/3～胴部 破片多 A







棗 溝33 口縁1/3 A
甕 土器溜まり2 口縁1/3
甕 下位4・ 6・5 口縁1/4～胴部・破片多





器種 出上位置 番号 状態 類型
鉢 土器溜まり2 口縁小片
鉢 土器溜まり2 口縁小片
鉢 21・28 口縁～底部 準完形 ) C
鉢 29北半 口縁～底部 準完形 ) C
鉢 5 口縁～底部 準完形 ) C
鉢 口縁～底部 準完形 ) C
鉢 口縁～底部 準完形) C
鉢 口縁～底部 準完形) C
鉢 11・17 口縁～底部 準完形) C
鉢 日縁～底部 準完形)
鉢 土器溜まり2東lll溝 口縁～底部 準完形) C
鉢 21・ 18・9・ 2・26 口縁1/1～胴部 C
鉢 口縁1/3～胴部 C
鉢 口縁 /3～胴部 C
鉢 口縁 /3～胴部 C
鉢 口縁 C
鉢 口縁 /4～胴部 C
鉢 30・31 口縁 /4～胴部 C
鉢 口縁 /6～胴部 C
鉢 土器溜まり2 口縁小片 C
鉢 9 頸部1/3～胴部 C
鉢 24・19 口縁小片～胴部 C
鉢 17・23 口縁2/3～胴部 D
鉢 底部 /1～胴部
鉢 1 底部 /1～胴部














器種 出土位置 番号 状態 系 類 型
壺 下位17・34 l 口縁～底部(準完形) I Al
〓 ?
9・ 2・15・ 10・293 口縁～底部(準完形)
? ?
18・ 23・24 口縁～底部(準完形) I
壺 口縁～底部(準完形)
〓 ?
33・ 34・ 21・25 口縁～底部(準完形) I Al
〓 ?
土器溜まり2 口縁1/4～頸部 I Al






溝33 頸部1/4～胴部 I AorB
? ?
13・17 6 口縁1/2～頸部 I





壼 7 5 日縁1/1～胴部.底部
? ?


















〓? 溝32 底部 I











器種 出土位置 番号 状態 類型
鉢 7・下位 7・135 口縁～底部 (準完形 )
鉢 2 口縁～底部 (準完形 ) A
鉢 口縁
鉢 口縁 A
鉢 24・下位16 口縁～底部 (準完形 ) B
〈甕〉
器種 出土位置 番号 状態 類型
甕 36・25 口縁～底部 (準完形)
甕 10・下位3 口縁～底部 (準完形)
甕 口縁～底部 (準完形)
甕 17 口縁～底部 (準完形)
甕 9 口縁～底部 (準完形)
甕 下位5 口縁～底部 (準完形)
甕 1・下位 l 口縁～底部 (準完形)
甕 37・3・11 2 口縁～底部 (準完形)
発 26・ 28・25 口縁 /1～胴部
甕 24・ 30・23 口縁 /1～胴部
甕 口縁 /1～胴部
甕 口縁 /1～胴部




器種 出土位置 番号 状態 類型




鉢 口縁～底部 (準完形) A
鉢 32・33 口縁～底部 (準完形)
鉢 15・下位7 口縁 /2～胴部 A
鉢 下位11・ 23・33 口縁 /3～胴部
鉢 口縁 /4～胴部




鉢 口縁～底部 (準完形 ) B
鉢 口縁～底部 (完形)
鉢 口縁～底部 (準完形 )
(高杯〉
器種 出上位置 番号 状態 類型
高杯 下位 11・24 杯部～脚部(準完形) A
高杯 下位7 杯部～脚部(準完形) A




高杯 29南半・下位16 杯部～脚部(準完形) A
高杯 杯部～脚部(準完形) A
高杯 21・29・32・27 杯部～脚部(準完形)
高杯 26・25 杯部～脚部(準完形) A
高杯 11・22 杯部～脚部(準完形) A
高杯 下位3 杯部～脚部(準完形)
高杯 13・4・7 44 杯部～脚部(準完形) A
高杯 7・ 13・ 10・14 杯部～脚部(準完形) A





高杯 2・下位2・39 杯部～脚部(準完形) A
高杯 13・下位6 杯部～脚部(準完形) A
高杯 1 杯部～脚部(準完形) A
高杯 杯部～脚部(準完形) A
高杯 杯部～脚部(準完形)
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調査の記録
器種 出土位置 番号 状態 類型




高杯 34・ 33・下位16 杯部～脚部(準完形) A







高杯 30・20 杯部1/3以上 A
高杯 杯部1/3以上
高杯 35・ 27・26 杯部1/3以上 A
高杯 下位16 杯部1/3以上 A
高杯 下位17 杯部1/3以上 A
高杯 杯部～脚部(準完形) B
高杯 18  24・30 杯部～脚部(準完形)
高杯 13・27 杯部～脚部(準完形) B
高杯 杯部～脚部(準完形) B
高杯 下位16 杯部～脚部(準完形)




高杯 22・下位7 杯部～脚部(準完形) C
高杯 18・ 17・23 杯部1/3以上 C
高杯 5 杯部1/3以上 C
高杯 5 杯部1/3以上 C
高杯 杯部1/3以上 C
高杯 5・ 7 杯部1/3以上 C
高杯 土器溜まり2出土 杯部1/3以上 C
高杯 14・12・13 脚部 D
高杯 7 脚部 D
高杯 l 杯底部 /3以上 A・ B・D
高杯 3 杯底部 /3以上 A・ B・D
高杯 7 杯底部 /3以上 A・B・D
高杯 7 杯底部 /3以上 A・B・D
高杯 杯底部 /3以上 AB・ D
高杯 杯底部 /3以上 A・ B・D
高杯 杯底部 /3以上 A・B・D
高杯 37・36 杯底部 /3以上 A・B・D
高杯 土器溜まり2東側満 杯底部 /3以上 A・ B・D
高杯 土器溜まり2 杯底部 /3以上 AB・ D
高杯 土器溜まり2 杯底部 /3以上 A・ B・D
高杯 土器溜まり2 杯底部 /3以上 A・ B・D
高杯 土器溜まり2 杯底部1/3以上 A・ B・D
高杯 土器溜まり2 杯底部1/3以上 A・ B・D
高杯 土器溜まり2 杯底部1/3以上 A・ B・D
高杯 土器溜まり2 杯底部1/3以上 A・ B・D
高杯 土器溜まり2 杯底部1/3以上 A・ B・D
高杯 土器溜まり2 杯底部1/3以上 A・ B・D
高杯 土器溜まり2 杯底部1/3以上 A・B・D




高杯 23・30 脚部1/3以上 A～C
高杯 30・ 31・26 脚部1/3以上 A～C
高杯 31・30 脚部1/3以上 A～C
高杯 土器溜まり2 脚部1/3以上 A～C
高杯 l 軸のみ1/1 A～D
高杯 軸のみ1/1 A～D
高杯 7 軸のみ1/1 A～D
高杯 7 軸のみ1/1 A～D
器種 出上位置 番号 状態 類型
高杯 12 軸のみ l A～D
高杯 軸のみ 1 A～D
高杯 軸のみ 1 A～D
高杯 軸のみ 1 A～D
高杯 軸のみ 1 A―D
高杯 17 軸のみ 1 A～D
高杯 軸のみ l A～D
高杯 軸のみ l A～D
高杯 軸のみ l A～D
高杯 軸のみ l A～D
高杯 軸のみ l A～D
高杯 軸のみ l A～D
高杯 17・ 20・25 軸のみ 1 A～D
高杯 23・30 軸のみ 1 A～D
高杯 下位1 軸のみ A～D
高杯 下位7 軸のみ A～D
高杯 北半 軸のみ l A～D
高杯 土器溜まり2 軸のみ 1 A～D
高杯 土器溜まり2 軸のみ 1 A～D
高杯 土器溜まり2 軸のみ l A～D
高杯 土器溜まり2 軸のみ A～D
高杯 土器溜まり2 軸のみ 1 A～D
高杯 土器溜まり2 軸のみ l A～D
高杯 土器溜まり2 軸のみ 1 A～D
高杯 土器溜まり2 軸のみ l A～D
高杯 土器溜まり2 軸のみ A～D
高杯 土器溜まり2 軸のみ l A～D
高杯 土器溜まり2 軸のみ l
高杯 土器溜まり2 軸のみ 1 A～D
(製塩土器〉
器種 出土位置 番号 状態 類型
製塩土器 土器溜まり2出上 脚台
(脚台〉











石錘 1 S22 完形
石錘 1 完形
石錘 土器溜まり2出土 2/3残
円礫 1 S25 完形
円礫 完形
円礫 土器溜まり2出土 完形
磨石 ? 1 完形
〈器台〉
器種 出土位置 番号 状態 類型
器台 24・18 完形 A
器台 30・土器溜まり2 完形
〈ミニチュア土器〉











器種 出上位置 番号 状態 類型
手焙形土器 完形
(蓋〉
器種 出上位置 図番号 状態 類型
蓋 完形
蓋 下位7・ 6・39 完形
蓋 23・土器溜まり2 完形
蓋 1 完形 B
蓋 下位13 完形・高杯転用
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0            10cm
―






法 量 形態・手法の特徴ほか 胎土 色調
口径 底径 器 高
1 壺 97×102口縁:横ナデ、被熱?(内)ケズリ、頸部 :ミガキ(外)ハケ後ミガキ、肩部密、底部:ケズリ、黒斑 微～細砂 明黄褐色～灰褐色/明黄褐色
壺 *202 口縁 :ナデ (内)ケズリ (外)摩滅◎、不明瞭、1/3残存 粗 砂 淡乳白色
口縁 :ナデ(内)ケズリ、摩滅◎、(外)摩滅◎、不明瞭、ハケ、底部 :ハケ後ミガキ、1/2残存 微砂 淡黄褐色/茶褐色～暗茶褐色
4 口縁:ナデ(内)ケズリ、肩部に大きなえぐり(外)肩部:ナデ、胴部:ハケ、ハケ後ミガキ、1/8残存 微～細砂、角閃石 黄褐色
図73 土器溜まり2出土遺物(1)
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形態・手法の特徴ほか 胎 土 色調
口径 底径 器高
壺 200～203 (内)口縁 :ミガキ、頸部 :ナデ、胴部 :ケズリ、一部押圧(外)摩滅◎、ハケ後ミガキ 細砂 茶褐色/暗茶褐色
壺 (内)口縁 :横ナデ、ケズリ(外)摩滅◎、剥落◎、1/3残存 微砂 明淡橙色/明橙色
7 (内)頸部 :横ナデ、胴部 :ケズリ(外)摩滅剥落◎、頸部打ち欠き、胴部2/3残存 細～粗砂 暗灰褐色/淡灰茶褐色
壺 16.8 248～272(内)口縁 :横ナデ、押圧、ケズリ(外)摩滅剥落◎、被熱、黒斑、2/5残存 細砂 黄褐色
壺 (内)口縁 :横ナデ、頸部下 :ケズリ後ナデ、ケズリ(外)強い横ナデ、ハケ後粗いミガキ、1/2残存 微～細砂 暗褐色
口縁 :横ナデ(内)ケズリ(外)ハケ後横ナデ、1/2残存 細砂、角閃石 ? 明黄褐色
11 口縁 :横ナデ(内)頸部 :丁寧なナデ、ケズリ(外)ミガキ、1/4残存 細砂 明褐色/明橙褐色
壼







3個体)とⅡ系1個体 (細分類型不明)、 南側では壺I系9個体 (Al類2個体、C類1個体、D類1個体)、 Ⅱ
系1個体 (細分類型不明)をそれぞれ核とする。西辺北側にみられるA2類は、後述のように山陰系に位置づけ
うるものである。西辺北側周辺においては、位置3・ 6・9～11に壺I系が散在している (Al類2個体、D類





































0          10cm
―
                   (S=1/4)
番号 器種
法量 (cD




甕 152 *235 線10条、横ナデ(内)ケズリ、胴部下半:ケズリ後押圧(外)ナデ、ハケメ、一部ミガキ、刺突縦に3か所、径05X04cm、底部1/10残存、煤 微砂、ウンモ 淡黄褐色
甕 153 横ナデ(内)ケズリ、胴部下半 :押圧(外)ハケ後ミガキ、底部 :ナデ、煤、3/4残存、全体に歪み 微砂 淡橙褐色
17 甕 *235口縁 :櫛描沈線6条、横ナデ(内)ケズリ、底部付近 :押圧(外)ナデ後ミガキ、被熱剥落、黒斑、日縁2/3残存 微砂、角閃石 淡黄褐色
甕 156 限11条、強い横ナデ(内)押圧後ケズリ、胴部下半 :ケズリ後押圧(外)タタキ?後ミガキ、東」突2か所、煤 橙褐色
148 El縁:櫛描沈線10条、横ナデ(内)ケズリ、胴部下半 :押圧(外)ハケ後ミガキ、刺突1か所残存、径03×04cm 淡橙褐色
日縁:櫛描沈線9条、横ナデ(内)ケズリ、底部付近:押圧(外)肩部|ナデ、刺突3か所、胴部上半|ハケメ、下半:ナデ後ミガキ、煤、日縁78残存 微～細砂、角閃石◎ 茶褐色/暗褐色
口縁:櫛描沈線7条、横ナデ(内)押圧、ケズリ、底部付近:押圧(外)押圧後ミガキ、底部:ミガキ、刺突の有無不明、煤、黒斑、日縁9/10残存 微砂、ウンモ 淡黄褐色
甕 *130 *201口縁:櫛描沈線10条、横ナデ(内)ケズリ、一部押圧、胴部下半:押圧(外)ハケ後ミガキ、刺突縦に3か所、径03×04回、煤、2/3残右 微～細砂、角閃石 淡黄褐色/淡橙褐色
図75 土器溜まり2出土遺物(3)









0            10om
―
                  (S=1/4)
番号 器種
法量 形態 。手法の特徴ほか 胎 土 色調
口径 底径 器高
甕 *146 日縁:櫛描沈脚条、横ナデ(内)ケズリ、胴部下半:押圧(夕り上半:ハケ後 ガキ、下半:ナデ後ミガキ、被熱◎、煤、1湾残存 微～粗砂、角閃石 茶褐色
甕 口縁 :櫛描沈線7条、横ナデ(内)ケズリ、平滑(外 ミガキ、煤、9/10残存 微砂、ウンモ 淡橙褐色
甕 口縁:櫛描沈線6条以上、横ナデ(内)ケズリ、一部押圧(外)肩部:ミガキ、下半:ナデ後ミガキ、摩滅◎、煤 微砂、赤色砂粒、角閃石◎ 淡黄褐色
甕 口縁 :横ナデ(内)摩滅◎(外)ハケ後ミガキ、1/3残存、被熱、黒斑 微砂、角閃石◎ 橙褐色～淡黄褐色
甕 *116 口縁:横ナデ(内)ケズリ、摩滅◎(外)剥落◎、胴部下半:ハケメ、肩部櫛描状文様、2/3残存、煤、黒斑 微～細砂均質、ウンモ◎ 灰黄褐色
奎 口縁付近 :横ナデ(内)押圧、ケズリ(外)ハケ後工具ナデ、煤、日縁部1/10～胴部1/4残存 微～細砂 淡黄白色
甕 *14.8 203 歪み◎(内)日縁:横ナデ、ケズリ、摩滅◎(外)剥落◎、被熱変色、ハケメ不明瞭、日縁部1/8～ 1/9残存、以下2/3残存、黒斑 微～細砂 橙褐色
甕 *160 口縁 :強い横ナデ(内)ケズリ(外)摩滅◎、不明、被熱変色、1/4強残存 微砂 淡黄白色

















0            10cm
(S=1/4)
図77 土器溜まり2出土遺物(5)
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ミニチュア土器 0器台・蓋形土器・手焙形土器 (図72-7) ミニチュア土器については、数量が少ないものの、
北側の位置2・3・6のほか、西辺～南側などにも認められる。こうした分布は、高杯や中・小型鉢の分布に重
なる傾向にあるといえる。器台2個体については、いずれも東辺に分布する点が特徴的である。手焙形土器1個
体についても、器台と同様に東辺に位置する。蓋については、東辺 (位置15。23)に 2個体の他、北辺 (位置1)
に1個体、北西 (位置14)に1個体が分布する。こうした分布は、ミニチュア土器や高杯、中・小型鉢の分布と
類似するものといえる。蓋の類型別の分布については違いが窺えない。















高杯 (内)ミガキ、杯中央摩滅◎、脚部:しぼり痕、押圧+ナデ(外)摩滅◎、剥落、ミガキ、ケズリ痕、脚部:ミガキ、円子し4か所、黒孤 34残存 微砂 暗橙褐色
高杯 *215 摩滅◎(内)ハケ後ミガキ不明瞭、脚部:ナデ、ハケ後ナデ(外)ミガキ、脚部:ミガキ摩減、円7L4か所、1/3残存 微砂均質 明橙褐色
高杯 摩滅◎、一部被熱、変色(内 )ミガキ痕跡、脚部:しぼり痕、ナデ(外)不明瞭、脚端部:ミガキ、円7L2か所残存、1/8残存 微砂均質 淡橙褐色/明橙褐色
高杯 134～150(内)工具ナデ風ミガキ、杯底:摩滅◎、ハケ痕、脚部:ナデ、摩滅(外)ハケ後ミガキ、脚部:摩減、剥落、ハケ痕、3μ残存、黒班 微砂均質 明橙褐色
高杯 200 (内)ミガキ、脚部 :ナデ(外)ミガキ、脚部 :ミガキ、端部に黒斑、円孔4か所、顔料か、3/4残存 微砂均質 橙褐～淡黄褐色/暗褐色




高杯 188～189 123～133(内)ハケ後ミガキ、脚部:ナデ、ハケメ、粘土充填(外)ハケ後ミガキ、脚部:ケズリ後ミガキ、摩滅◎、円7L4か所、3μ残存 微砂均質、ウンモ 橙褐色
高杯 132 (内 )ミガキ、単位不明瞭、脚部:摩減、しぼり痕、ナデ、粘土取り痕跡(夕リミガキ、単位不明瞭、脚部1縦の稜、摩滅◎、円孔3か所残存、12残存 微砂 橙褐色/暗橙褐色
高杯 200 (内)ハケ後T寧な仕上げ、種子F痕2カ所、内底ミガキ、脚部ナデ、ハケメ(外)ハケ後ナデ、ケズリ後ナガ脚部摩滅◎、ハケメ、押圧サデ、円i14カ所、12残存 細砂◎ 淡橙褐色
高杯 (内)ハケ後ミガキ、脚部:しぼり痕、粘土補修痕、ナデ、摩滅◎(外)摩滅◎、不明瞭、脚部:被熱、剥落◎、円子L4か所、黒斑、ほぼ完存 微砂 暗橙褐色
高杯 208 143～147(内)ハケ後 ミガキ、脚部 :しぼり痕、押圧、ハケ、ナデ(外)ケズリ後ミガキ、黒班 微砂均質 橙褐色
高杯 205 139132～141(内)強い横ナデ、ハケメ、脚部:しぼり痕、摩減◎(外)ハケ後ナデ、脚部:ミガキ、ハケメ、ハケ後ナデ、円子L4か所、3/4残存 微砂 (水漉) 橙褐色
高杯 (内)摩滅◎、内底:放射状ハケメ、脚部|しぼり痕、ナデ、ハケメ(外)ミガキ、脚部:ハケ、ミガキ、ハケ後ミガキ、円子いか所、1/3残存 微砂均質 淡黄白色/淡橙黄褐色
高杯 摩滅◎、剥落◎、調整不明、円孔4か所、2/3残存 微砂 (水漉) 淡橙褐色
高杯 204×207 110～123(内)(外)杯部 :ミガキ、脚部 :ハケメ、円孔4か所、穿孔部厚み、1/3残存 微砂均質 淡橙褐色
高杯 206 (内)ハケ後横ナデ、脚部 :横ナデ(外)ハケ後ミガキ、黒斑、2/3残存 微砂僅少、赤色粒 淡黄褐色/淡橙褐色
高杯 (内)ハケ後ミガキ、脚部 :ナデ(外)ハケ後 ミガキ、黒斑、脚部 :ミガキ、9/10残存 微砂均質 明橙褐色/橙褐色
高杯 (内)ミガキ、角部 :ナデ、粘土補充痕(外)ミガキ、脚部 :ケズリ後 ミガキ、3/4残存 微砂 暗橙褐色
高杯 200 (内)ハケ後ナデ?、 底部:放射状ハケメ、脚部 :しぼり痕、ナデ(外)ハケメ、ケズリ後ミガキ、黒斑、5/6残存 微砂均質 橙褐色
高杯 203 (内)ハケ後ミガキ(外)ミガキ、脚接合部 :ケズリ、1/2残存、内面中心貫通 微砂均質 明橙褐色/暗橙褐色
高杯 155 摩滅◎ (内)ハケ痕、不明瞭、脚部 :しぼり痕、摩滅(外)ナデ、剥落◎、1/2残存 微砂 淡橙褐色
高杯 188 (内)ミガキ、脚部 :しぼり痕、ナデ(外)ミガキ、杯部3/4残存 微砂 赤橙色 (丹塗り)
高杯 (内)ハケ後 ミガキ(外)摩滅◎、ハケ後ミガキ、補修痕、黒班、1/4残存 微砂 明黄褐色
高杯 摩減・剥落◎(内)(外)調整不明、一部ミガキ痕、杯部1/2残存 水漉粘土 橙褐色
高杯 (内)ハケ後ミガキ、脚部 :ナデ(外)ハケ後ミガキ、不明瞭、円孔2か所残存、1/3残存 微砂、角閃石 淡黄褐色/淡橙褐色
高杯 96～98 (内)ハケメ、摩滅、脚部 :工具ナデ、ハケ(外)ハケ後ミガキ、脚部 :押圧後ミガキ、円孔4か所、ほぼ完存 微砂均質 橙褐色/暗橙褐色
高杯 (内)ミガキ、脚部 :ナデ、粘土充填(外)ミガキ、円孔3か所残存、1/4残存 微砂均質 明橙褐色
高杯 (内)摩滅◎、不明瞭(外)摩滅◎、lll落、一部ミガキ痕、1/6残存 微砂均質 淡橙褐色
高杯 167 (内 )ミガキ(外)ミガキ、ケズリ後ミガキ、1/2残存 微砂均質 明橙褐色
高杯 (内 )ミガキ、脚部 :ケズリ後ナデ、ハケメ(外)ミガキ、脚部 :面取り後ミガキ、ナデ、1/3残存 微砂 暗橙褐色
高杯 (内)不明瞭、しぼり痕、ナデ(外)面取 り、摩滅◎、ミガキ痕、円孔3か所残存、黒lll、1/3残存 微砂、精良、均質 白黄橙褐色
高杯 (内)摩滅◎、脚部 :しぼり痕、ハケメ(外)剥落◎、脚部 :面取り、ミガキ、円孔4か所、化II土、1/2残存 微砂均質 淡褐色/明黄橙褐色
高杯 摩滅◎、調整不明(内)しぼり痕(外)不明、円孔4か所、1/2残存 水漉粘土 暗橙褐色
高杯 (内)ハケメ後ナデ(外)ハケ後ミガキ、円孔3か所残存、1/5残存 微砂 淡橙褐色/暗橙褐色














鉢 167 72～8 (内 )ミガキ(外)剥落、摩滅◎、調整不明、黒斑、2/3残存 微砂均質 明橙褐色
鉢 149～151 45～48 (内)口縁 :ハケ後ナデ、押圧+ミガキ、丁寧否ナデ(外)強い横ナデ、面取り、ミガキ、黒斑、ほぼ完存 微砂均質 明橙色
鉢 145-152 65～75 (内)ミガキ(外)口縁 :強い横ナデ、摩滅◎、黒斑、ほぼ完存 微砂均質 明橙色
鉢 *134 (内 )ミガキ(外)摩滅◎、不明、1/3残存 微砂均質 明橙色
鉢 126 40～43 (内 )ミガキ、下半摩滅◎、底部 :ナデ(外)口縁 :ナデ、ハケ後ミガキ、1/2残存 微砂 明橙褐色
鉢 97～99 口縁 :横ナデ(内)ケズリ後丁寧なナデ(外)摩滅◎、不明、底部 :ナデ、黒斑、1/5残存 細砂 淡橙褐色/橙褐色
鉢 25～28 日縁:横ナデ(内)ケズリ後ナデ、底部付近|ケズリ(外)ケズリ後ミガキ?、 底部:ケズリ後丁寧な仕上げ、黒斑、1/2残存 微砂均質、角閃石 乳黄灰褐色/橙色
鉢 *10916X19 (内)摩減◎、不明(外)口縁 :横ナデ、ハケ後ミガキ、1/5残存 細砂 淡橙褐色
鉢 (内)摩滅◎、不明、丁寧な仕上が り(外)口縁 :横ナデ、ハケメ、黒斑、2/3残存 微砂均質 明橙褐色
鉢 13.9-141(内)口縁:剥離、不明、ケズリ(外)ハケメ、下半:ハケ密、丁寧な仕上げ、底部:焼成前穿孔径0911、1/5残存 微～粗砂 明黄茶褐色/黄褐色～暗橙褐色
鉢 (内)日縁:横ナデ、ナデあげ、押圧(外)日縁:押圧後横ナデ、胴部:押圧、ナデ、底部:ケズリ?ナデ、黒斑、1/2残存 微砂均質 淡橙褐色/淡黄橙色
鉢 口縁 :横ナデ、端部 :沈線1条(内)工具ナデ(外)ナデ ?丁寧な仕上げ、黒斑、1/3残存 微砂均質 淡乳黄灰色
鉢 摩滅◎、剥落◎、被熱 ?(内)不明(外)ハケ後ナデ?底部 :押圧、1/3残存 微砂、茶褐色粒 明橙褐色/淡黄褐色
鉢 120～126 日縁:横ナデ(内)頸部:ミガキ、胴部|ケズリ、ナデ(夕囀頸部:タタキ後ハケ、ミガキ、胴部:ハケ後ミガキ、歪み、黒斑、ν3残存 微砂 淡橙褐色
鉢 125×12951×55 90-93(内)丁寧なナデ(外)ハケ密、脚部 :押圧+ナデ、ほぼ完存 微砂均質 淡黄橙褐色
鉢 (内)摩滅◎、ミガキ、赤色化 (外)ミガキ、脚部 :強い横ナデ、赤色化、1/4残存 微砂均質 橙淡褐色
図79 土器溜まり2出土遺物(7)
―-  107 -―
調査の記録
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形態・手法の特徴ほか 胎 土 色調
口径 底径 器高
鉢 152 (内)工具ナデ、底部 :押圧、ナデ(外)口縁 :横ナデ、ハケメ、黒斑、顔料か ? 微砂、細砂△、角閃石 明橙褐色/明橙褐色～黄自色
鉢 *162 77～78摩滅◎、剥落◎、調整不明、1/3残存 微砂均質 明橙褐色/明淡橙褐色
鉢 *157 摩滅◎、詳細不明、丁寧な仕上が り(外)ミガキ痕、1/4残存 微砂均質 淡黄白色/淡黄白色～淡橙色
鉢 *169 (内)口縁 :横ナデ、不明瞭、胴部 :ミガキ(外)口縁 :剥落、ナデ、胴部 :ハケメ、1/3残存 微砂均質 黄褐色
鉢 *350 口縁1強い横ナデ、端部沈線1条(内)胴部上半|ケズリ、下半:ケズリ後ミガキ(外)上半:ハケ後ミガキ、下半1摩滅◎、1/3残存 微砂 明黄橙褐色/明黄橙色
鉢 *38.0 口縁 :横ナデ(内)剥落◎、ケズリ痕 (外)タタキ?後ナデ、1/4残存 細砂、角閃石 茶灰褐色
鉢 122 232(内)口縁:ナデ、胴部上半:ケズリ、下半:不明(外)口縁:ナデ、胴部上半:ハケメ、以下不明、被熱、1/2残存 微～細砂、角閃石 明黄茶褐色/暗茶褐色


















器台 (内 )ミガキ、中央部貫通、一部ハケメ(外)ミガキ、脚部 :ミガキ消失、1/鯛弓残存 微砂、赤色粒 明橙褐色
器台 104×10387×88 74×76 摩滅◎ (内)ナデ後 ミガキ、不明瞭(外)不明、円孔4か所、1/2強残存 微砂均質 明橙褐色
蓋 (内)ナデ、ハケメ(外)丁寧なナデ、ハケメ、円孔4か所、完存 微砂均質 橙褐色
蓋 (内)摩減◎、ナデ?(外)丁寧なナデ、完存 微砂均質、角閃石 淡黄白色
高杯 (蓋) (内)摩滅◎、剥落、調整不明(外)摩減◎、ミガキ、接令部をナデにより二次加工、蓋として再利用、1/3残存 水濾粘土 明橙褐色
蓋 188 187-190(内)ミガキ、ナデ、つまみ:押庄・ナデ(外)タ キ、上半|ミガキ、下半:ナデ、つまみ:ナデ、1潟残存 微砂均質 淡黄褐色/橙褐色
蓋 (内)ハケメ、口縁端部:横ナデ、つまみ:押圧・ナデ(外)ナデ、つまみ:押圧、ほぼ完存 微砂 淡黄橙色/明橙褐色
台付き鉢 ? 122 (内)押圧・ナデ、脚部 :ハケメ(外)摩減◎、ハケメ後 ミガキ 細砂 淡黄褐色/淡黄褐色～黄白色
台付き鉢 ? 115 (内)ナデ、平滑、脚部 :押圧・ナデ(外)押圧・ナデ、黒斑、1/2残存 細砂 灰黄褐色～灰褐色/明黄橙色
台付き鉢 ? (内)摩減◎、ナデ ?脚部 :押圧+ナデ(外)ナデ、脚部 :押圧、ナデ 微～細砂、粗砂△ 明橙褐色
製塩土器 (内)ナデ、脚部 :押圧+ナデ(外)ナデ、被熱、変色、4/5残存 粗砂 灰責褐色/暗赤褐色
ミニチュア鉢 61×68 68～69 (内)ナデ、押圧(外)押圧、ナデ、器表ひび割れ◎ 微～細砂 灰黒色/黄白色
ミニチュア鉢 (内)(外)ナデ、1/2残存 微砂均質 淡茶褐色
ミニチュア鉢 54～60 (内)押圧、ナデ(外)押圧、底部 :丁寧なナデ、黒班 細砂均質 淡黄褐色/淡黄褐色、一部橙色
ミニチュア鉢 (内)ナデ(外)ナデ、被熱変色、1/4残存 細砂均質、粗砂△ 明褐色/一部橙色
ミニチュア鉢 (内)ハケメ(外)ナデ、押圧、1/4残存 微砂均質 淡黄灰白色、一部橙色
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においてはみつかっていない。基本的器種の内訳をみると、①高杯 (36%)、②中。小型鉢 (25%)、③甕 (22
%)、④壺 (17%)、⑤大型鉢 (0%)となる。大型鉢がみられないことを除けば、こうした比率は土器溜まり1








石錘 5670 3960 2269流紋岩 敲打による浅い溝が長軸では一周、側縁では一周 しなυ
石錘 5220 (4125) 角閃岩 長軸に敲打による浅い溝、小型、2/3残存
S20 石錘 6745 3605 流紋岩 敲打による3方向の浅い溝
石錘 7055 53.45 4200 花闘岩 一周しないが長軸に敲打による浅い溝
S22 石錘 8900 流紋岩 上端・下端に敲打痕、左側縁に擦痕
石錘 5850 1676 流紋岩 一周しないが側縁に敲打による浅い溝
磨石 76.65 2997 角閃岩 両側縁下半に磨 り面






























































































壺 (図85) 壺の分布には、甕周辺に分布するパターン (位置9。19・22・37・39・40・44・下位4)とその他
(位置30)が確認される。前者では、 I tt D類が4個体で最も多く、 I tt B類が2個体、 I tt E類とⅡ系BoC




















最小個体数 89個体 0 1 1 4 1 1



















Al類 A2類 A3類 B類 C類 D類 E類 類型不明 A類 B類 C類 D類
①完形に準 じるor口縁 と底部の対
応判明 3個体 0 0 1個体 0 1個体
0 1個体
②口縁部(個体数のカウント可能な
もの) 11個体 0 1個体




④底部 (口縁部との対応不明) 6個体 5個体 1個体
最小個体数 (類型別)*114個体 0 1 1個体 1 0 12個体 12個体 15個体 1 1個体 1 0 0 1 1個体 12個体 1 0
最小個体数 (全体)*214個体 11個体 3個体
最大個体数*3 20個体 16個体 4個体
合計 Al類 A2類 B類
①完形に準じるor口縁部と底部の対応判明 3個体 3個体 0 0
②口縁部 (～胴部):1/3以上or個体数カウント可能なもの 15個体 14イ固体 0 1個体
③胴部 1個体 0 0 1個体
④底部 0 0 0 0
最小個体数*1 18個体 17個体 0 1個体
最大個体数*2 19個体 17個体 0 2個体
合計 A類 B類 C類 D類 類型不明
①完形に準じるor口縁と底部の対応が判明するもの 9個体 2個体 1個体 5個体 1個体
②口縁部 (～胴部) 9個体
4個体 1 1個体 3個体 01個体
③底部 6個体 4個体 0 0 2個体
最小個体数*1 19個体 6個体 2個体 8個体 1個体 2個体20個体 9個体
最大個体数*2 24個体 13個体 8個体 1個体 2個体
合計 A類 B類 C類 D類
①完形に準じるor杯と脚の対応判明 7イ固体 7個体 0 0
②杯部 8個体 8個体 1  0 0 0
③杯底部～脚部 2個体 2個体 0 0
④脚部 11個体 11個体 0
⑤軸のみ 9個体 9イ固体
最小個体数 (類型)*1 15イ固体 15個体 1  0 0 0
















総個体数 土錘 石 錘 円礫 磨石 石錘 ?敲石 ?















































器種 出土位置 番号 状態 類型
鉢 口縁～底部 (準完形 ) C
鉢 口縁～底部 (準完形) C
鉢 調査区南壁 口縁1/4 C
鉢 土器溜まり3 口縁1/3 C
鉢 口縁1/4 C
鉢 口縁～底部 (準完形) D
鉢 土器溜まり3 口縁1/4未満 A・B
鉢 46・47 脚台1/1
鉢 21or25 脚台1/2 A・B
鉢 土器溜まり3 脚台1/1 A・B










器種 出上位置 番号 状態 系 類 型
? ?
土器溜まり3 口縁4ヽ片
壼 9 1 口縁～底部(準完形)
壼 2 口縁1/3～頭部 I
? ?
調査区南壁 口縁1/4 I
壺 調査区南壁 口縁月ヽ片 I C
? ?
3 口縁～底部(準完形) I D
? ?
4 口縁 /2～胴部
壺 下位 4 口縁 /4～胴部
?? 21or25 口縁 /4～胴部 I D
〓 ?
口縁 /4～胴部 D






?? 土器溜まり3 底部3/4 I
? ?
21or25 底部1/1
壺 6 口縁～底部(準完形) Ⅱ
? ?
調査区南壁 口縁1/4～胴部 Ⅱ
壼 9 頭部～胴部1/4 Ⅱ C
壺 40・17 胴3/4～底部 Ⅱ A～C
(製塩土器)
器種 出上位置 番号 状態 類型
製塩土器 土器溜まり3 脚台
〈脚台〉
器種 出土位置 番号 状態 類型
鉢 ? 9 脚台
(高杯〉
器種 出土位置 番号 状態 類型
高杯 口縁～底部 (準完形) A
高杯 12・ 11 口縁～底部 準完形)
高杯 17 口縁～底部 (準完形) A
高杯 日縁～底部 (準完形 )
高杯 口縁～底部 (準完形)
高杯 口縁～底部 (準完形 )
高杯 口縁～底部 (準完形)
高杯 47・5 杯部1/1・底部有
高杯 46・47 杯部1/2・底部有 A
高杯 杯部1/2・底部右
高杯 20・39・41 杯部 /2・底部無
高杯 46・47 杯部 /3 底部無
高杯 杯部 /3・底部無




高杯 脚部 /2以上 A～C
高杯 脚部 /2以上 A～C
高杯 17 脚部 /2以上 A～C
高杯 脚部 /2以上 A～C
高杯 脚部 /2以上 A～C
高杯 2 脚部 /2以上 A～C
高杯 脚部 /2以上 A～C
高杯 土器溜まり3 脚部1/2以上 A～C
高杯 土器溜まり3 脚部1/2以上 A～C
高杯 土器溜まり3 脚部1/2以上 A～C
高杯 土器溜まり3 脚部1/2以上 A―C
高材t 軸のみ1/2以上 A～D
高杯 軸のみ1/2以上 A～D
高杯 3 軸のみ1/2以上 A～D
高杯 土器溜まり3 軸のみ1/2以上 A～D
高杯 土器溜まり3 軸のみ1/2以上 A～D
高杯 土器溜まり3 軸のみ1/2以上 A～D
高杯 土器溜まり3 軸のみ1/2以上 A～D
高杯 土器溜まり3 軸のみ1/2以上 A～D
高杯 土器溜まり3 軸のみ1/2以上 A～D
〈土製品〉
器種 出土位置 図番号 残存状況
土錘 完形
〈石器)
器種 出土地点 番号 残存状況
石錘 2 S26 完形
敲石 ?石錘 ? 3 S27 完形
(甕〉
器種 出土位置 番号 状態 類 型
甕 7 口縁～底部 (準完形) A
甕 9 口縁～底部 (準完形) A
甕 口縁～底部 (準完形) A





甕 調査区南壁 ll 口縁1/3～胴部
甕 口縁1/3～胴部
甕 5 口縁 /3～胴部 A
甕 口縁 /3～胴部
甕 21or25 口縁 /3～胴部
甕 土器溜まり3 口縁 /3～胴部 A
甕 36・ 27・47 口縁 /3～胴部 A
甕 24・46 口縁 /3～胴部




器種 出土位置 番号 状態 類型
鉢 口縁～底部 (準完形) A
鉢 9 口縁～底部 (準完形) A
鉢 口縁5/6 A
鉢 土器溜まり3 口縁1/4未満 A
鉢 土器溜まり3 口縁1/4未満 A
鉢 口縁付近・胴1/4
鉢 土器溜まり3 口縁～底部 (準完形) B
鉢 土器溜まり3 口縁1/4未満 B
鉢 口縁～底部 (準完形) C
鉢 口縁～底部 (準完形) C
鉢 口縁～底部 (準完形) C
〈器台〉
器種 出土位置 番 号 状態 類型
器台 準完形
〈ミニチュア土器〉



































































0          10cm
―




形態 。手法の特徴ほか 胎土 色調
口径 底径 器高
1 壷 口縁:横ナデ(内)頸部:押圧、胴部:ケズリ(|ll摩減◎、ハケメ、肩部沈線文、籾圧痕1か所、もう1か所可能性あり、ν3残存 微砂～粗砂、あずき色砂粒◎ 淡乳褐色
*200 口縁 :横ナデ、一部ミガキ(内)頸部 :横ナデ、胴部 :ナデ、ケズリ(外)ハケ後ミガキ、1/3残存 微砂均質 乳橙褐色/淡明橙褐色
口縁 :横ナデ(内)ケズリ(外)ミガキ、全体に歪、黒斑、1/3残存 微砂 仄暗褐色/暗乳褐色
〓 ? *142 口縁 :横ナデ(内)胴部上半 :深いケズリ、下半 :ナデ(外)ハケメ、下半 :ハケ後ミガキ、1/3残存 微砂 淡乳白色/橙乳褐色
5 *110 口縁 :摩減、不明(内)頸部 :押圧、ナデ、胴部 :押圧、ケズリ(外)ハケ後ミガキ、1/2残存 細砂 乳橙褐色/淡橙褐色














形態・手法の特徴ほか 胎土 色調口径 底径 器高
7 甕 150×155 口縁:櫛描沈線10条、横ナデ(内)一部押圧、ケズリ(外)摩滅◎、胴部下半:ハケメ、ミガキ、煤、3た残存 微砂、角閃石◎、赤色粒◎ 暗橙褐色
8 甕 口縁 :櫛描沈細 条、ナデ(内)ケズリ(外)ナデ、ナデ後ミガキ、刺突2ヶ所、煤、1/3残存 微砂、角閃石◎、赤色粒◎ 茶褐色
9 甕 144 口縁:櫛描沈線9条、横ナデ(内)ケズリ、下半:被熱、変色(外)ナデ後暗文状ミガキ、煤、刺突1か所、1/2残存 細砂、角閃石◎ 茶褐色
158-160 口縁 :櫛描沈線7条、横ナデ(内)ケズリ(外)幅広いハケ後ミガキ、2/3残存 微砂 、 角 閃右 乳褐色
口縁 :櫛描沈翻 条、横ナデ(内)摩滅◎、ケズリ(外)ハケメ、僅かにミガキ痕、煤、12残存 利砂 、 角 閃ね 乳淡褐色/淡橙褐色
甕 口縁:櫛描沈線8条、横ナデ(内)ケズリ、一部押圧(外)ハケ後ミガキ、下半:煤、刺突2ヶ所、1/3残存 細砂、角閃石 乳褐色/淡橙褐色
甕 口縁:櫛描沈線11条、横ナデ(内)ケズリ(外)ハケメ、胴部下半:ハケ後ミガキ、刺突1か所、煤、1/2残存 微砂、角閃石△ 暗褐色/橙乳褐色
甕 (内)口縁 :ハケ後ナデ、ケズリ(外)ナデ、一部ハケメ残る、1/2残存 細砂 暗褐色/灰褐色
(内)頸部 :ナデ、肩部 :押圧、ケズリ(外)頸部 :横ナデ、肩部 :タタキ後粗いハケメ 微 砂 淡灰色/黄褐色
図89 土器溜まり3出土遺物(2)
―-  120 -―
古墳時代の遺構・遺物
0          10cm
―







高杯 *200 150 152(内)摩減◎、不明瞭(外)ミガキ、円孔4か所、脚柱部中心に2ヶ所小円孔、杯部接合面に3ヶ所小円子し、日縁1ん～脚部1/1残存 微砂均質 乳橙褐色/乳淡橙褐色
17 高杯 223 161～165 (内)ハケ後ミガキ、不明瞭、赤色化、脚部|しぼり痕、ハケメ(外)ハケ、ミガキ、脚端部1横ナデ、光沢あり、黒斑、杯部lμ残存 微砂△、均質 橙褐色/明乳橙褐色
鉢 (内)ハケ後ミガキ、脚内:押圧+ミガキ(外)摩滅◎、ハケメ後ミガキ、脚部:横ナデ、1/4残存、蓋の可能性有り 微砂均質 淡黄灰白色
鉢 75×77 (内)剥落◎、被熱か?ケズリ後ナデ(外)日縁:ナデ、胴部フ ケヽ後ミガキ、底部:ケズリ、黒斑、日縁1/8～胴部2/3残存 微砂均質 黄自色～明橙褐色′橙黄褐色
鉢 口縁 :横ナデ(内)ケズリ(外)ナデ、押圧、被熱、煤、黒斑、3/4残存 細砂 乳淡褐色
鉢 59～63 口縁 :横ナデ(内)ミガキ(外)ミガキ、黒斑、底部 :光沢、1/2残存 細砂均質 暗灰褐色/明橙褐色
鉢 (内)丁寧なナデ(外)口縁:ナデ、ミガキ?胴部:ハケメ、円孔(未貫通)1か所、底部付近煤、被熱、1/2残存 微砂均質 明黄灰白色
鉢 96X100 口縁 :横ナデ(内)摩滅◎、丁寧な工具ナデ(外)摩減◎、ミガキ不明瞭、3/5残存 微砂均質、赤色粒 明橙褐色/乳褐色
鉢 (内)日縁:ハケメ、ナデ、胴部|ナデ(外)日縁:強い横ナデ、胴部:摩滅◎、ミガキ、黒斑、底部:摩減、不明、3μ残存 微砂均質 明橙褐色
器台 118X120 (内)ナデ、脚部:ナデ(外)横ナデ、押圧、脚部 :ミガキ?丁寧な仕上げ、2/3残存、中心孔(貫通)直径4mm微砂均質 乳褐色/橙褐色
ミニチュア鉢 (内)(外)押圧、ナデ、外面1か所黒斑、1/3残存 隊砂 η 賃 、 示 色
'
乳褐白色
製塩土器 (内)押圧、ナデ(外)タタキ、押圧、二次被熱による赤変、脚部のみ完存 粗砂◎ 灰褐色/暗赤褐色
手焙形土器 (内)上半1丁寧なナデ、胴部上半:ケズリ、下半:ケズリ、軽くナデ(外)上半ハケ、開日部縁:ナデ、1日部背面:被熱変色(灰色)、全面:黒斑、底部|ナデ 微砂、角閃石◎、赤色粒 黄褐色/暗黄褐色






























































菫 0 特徴 胎土 色調最大長 最大幅 最大厚
666 管状土錘、ナデか、表面景J落
番号 器種 襲 lgl 石材 特徴最大幅 最大厚
6670 5085 流紋岩 長軸 に離打 に い溝が金周
敵石 ? (6920) 細liF花鵬岩 に敵打痕、裏面は研磨か
図92 溝14
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図94 平安時代～鎌倉時代遺構全体図




































































1. 段 1(1ヒから)   2. 段2(1ヒから)
0              10cm
ヒ===================J (S=1/3)
|   くlo〉  |
0       05m
~            (S=1/30)
~~~~              く/a
お こ
通
番号 種類・器種 抵 童 形態・手法等 胎土 色調 :内/外口径 底径 器 高
土師質・椀 6～6.5 ナデ、口縁1/2(内外)ミガキ残   ~














































































































































茶褐色砂質土         P4 1 暗緑黄褐色粘質土
暗～灰茶褐色砂質±        2 淡黄灰褐色砂質土
淡灰色砂質±           3 暗灰色砂質土
(灰色砂ブロック多)     P5 1 暗緑褐色粘質土




































































































0             30cm
(S=1/10)






番号 種類・器種 法 量 (cm) 形態 。手法等 胎 土 色調 :内/外口径 底 径 器高






































番号 種類・器種 法量 形態・手法 等 胎土 色調 :内/外口径 底径 器高




























1～3:P4       フ:P5
4:北半ピット 8:P3
5 6:P7       (s=1/3)













番号 種類・器種 法 量 形態・手法等 胎土 色調 :内(胎)/外(釉)口 径 器 高
1 4 31～37 摩滅、スス付着、口縁1/2残 微 砂 淡乳 白/白
2 2.6～31 (内丁寧な工具ナデ(外)摩滅(底)オサエ・ナデ、凹み部あり 微 砂 淡乳 日/自
3 土師質・椀 内 丁寧なナデ (外)・ (底)オサエ・ナデ、黒斑、凹み部あ り、口縁1/5残 微 砂 淡黄褐/淡灰褐
4 土師質・椀 (内 丁寧なナデ(外)オサエ・ナデ(底)オサエ・凹み部あ り 微 砂 淡黄 自/淡乳灰 白
5 (内 丁寧なナデ、高台の箇所で割れている可能性大、1/4残 微 砂 白
6 青磁・碗 ? (内 沈線文、釉厚ヽ 堅緻 (淡灰)/(オリーブ)
7 土師質・皿 -18内 (外)ヨコナデ (底)ヘラキリ後ナデ、 ロクロ回転左 淡黄褐
8 内 横位の工具ナデ(外)オサエ・横位の工具ナデ・スス 淡灰/灰黒
図103 ビット出土遺物
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図105
平安時代～鎌倉時代の遺構・遺物
0                 10cm
ヒ====匡=========J (S=1/3)
曲物内にのこる土師器皿 (洗浄中)
番号 器種 部材 長さor直径 (cm) 器高・幅 (cm) 厚み(cm) 樹種 特徴
Vヽ5曲物
側板 *555 *170～175 ヒノキ科アスナロ属 側板 1枚に2段の範と3枚の添え木を設置、木釘孔と
漆は底板に確認されない、側板はマチ部を欠落、内面
ケビキ、側板に下段範がやや斜めに綴 じつけられる。
籠 上段*550×555、下段 *56.7 上段56、下段57 0.3～04
添え木 ①290 ②245 ③270 ①:74②:70③:760.1～03
























番号 種類・器種 法量 (cm) 形態・手法等 胎土 色調 :内/外口径 底径 器高
1 土師器・杯 *142 (内・外)強いヨコナデ(外)スス(底)ヘラキリ後ナデ・板圧痕、口縁1/4残 微砂 淡灰褐
土師器・杯 (内・外)強いヨコナデ(底)ヘラ切 り後軽いナデ(内)付着物、口縁1/6残 微砂、角閃石◎ 淡灰褐
3 土師器・皿 *107*87 (内・外)強いヨコナデ(内底)工具ナデ(外底)オサエ後ナデ、口縁・底1/3残 微砂 淡乳黄褐
土師器・皿 (内・外)工具ナデ(底)オサエ後軽い回転ナデ、日縁一部にスス、口縁に歪み 微砂 淡灰褐


























0        5cm
―
―
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番号 器 種 最大長 (cm) 最大幅 (cm) 最大厚 (cm) 樹種Vヽ7 毬杖球 465 カキノキ属W8 曲物 045 ヒノキ





















番号 種類・器種 法量 (cm) 形態・手法等 胎土 色調 :内/外口径 底 径 器高
1 黒色土器・椀 (内)炭素吸着、(内外)ミガキ密(高台)ヨコナデ、日縁1/4底3/4残 微砂
2 土師質・椀 *152 (内・外)ミガキ密、スス (高台内・外)ヨコナデ ロ縁1/4底3/4残 微 砂 暗灰褐
3 土 師 質 ・椀 (内)ミガキ丁寧 (外)ミガキ・ヨコナデ、1/4残 微 砂 淡黄 白～黒/淡黄白
4 土師質・椀 (内・外)ミガキ密 (高台)ナデ、口縁1/6底1/3残 微～細砂 白
5 土師質・皿 (内底)仕上げナデ(底)回転ヘラキリ後ナデ、ロクロ回転左 微 砂 淡乳灰褐
6 土師質・皿 1.3～16 (内・外)スス(底)ヘラキリ後回転ナデ・板圧痕、ロクロ回転左 微～細砂 淡灰褐
7 土師質・皿 *65 (内・外)強いヨコナデ(底)回転ヘラキリ、1/2残、ロクロ回転左 微 砂 橙褐/淡乳灰 白
8 土師質・皿 (内底)仕上げナデ(底)回転ヘラキリ、ロクロ回転左 微～細砂 淡乳褐
土師質・皿 65～68 (内・外)ヨコナデ(内底)スス(底)回転ヘラキリ、ロクロ回転左 微 砂 淡乳白
土師質・皿 58～60 (内・外)摩滅(底)ヘラ切 り後ナデ・板圧痕、ロクロ回転左 微 砂 明橙褐
土師質・皿 1.5～19 (内底)仕上げナデ(底)回転ヘラキリ後ナデ、板圧痕、ロクロ回転左 微 ～細 砂 淡黄灰褐

































































































9     ,    10PL=1/3) 0                 5cm
(S=2/3)
番号 種類・器種 法量 形態・手法等 胎土 色調 :内(胎)/外(釉)口径 底径 器高
1 土師質・椀 *150 (内外)ミガキ密(内)スス◎重ね焼き痕(外
'ス






7 土師質・椀 (内ヽ ミガキ、舌ね樺去清r杖、ァフ Q/И成
8 土師質・椀 (内)T三十 デ 舌 ね凛 姜庶 r童ム 閃、キ
9 須恵器・椀 56
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